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はじめにはじめにはじめにはじめに

今、キャラクタービジネスは大きな変化を迎えている。

これからのマーケットを考えるにあたってのキーワードは「母親」だと言っていい。

かつて、女性は結婚し出産することで「自分」を捨て「母親」になった。それは、言わば「役割」

としての「母親」だ。

今、女性たちは「母親としての自分」を表現し始めた。「役割」を超え「母親としての自分」を楽

しみ始めたと言ってもいい。たくさんの情報と行動力を持つ女性たちであるから、当然家庭の

中心も「母親」になる。かつては子供が握っていた子供向け商品（とりわけキャラクター商品）

の選択権も今では「母親」が握るようになりつつある。

これからのキャラクタービジネスは、こういった新しい母親たちの動向に大きく影響されると考

えていい。

彼女たちを味方にするか、敵にするかで事態は大きく変わってくる。

では、「彼女」たちは、今「母親」として何を考え、何を求めているのか？

2003年8月、新高輪プリンスホテルで行なわれた「絵本カーニバル2003」には3万人を越える

若いお母さんと子供たちが足を運んだ。夏の子供イベントが全般に低調だったのに比べると、

その盛り上がりぶりは際立っていた。

この調査レポートは、絵本ブームを通じて見える新しい母親たちの意識変化についてまとめ

たものである。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　相原博之

＜バンダイキャラクター研究所の主な研究活動＞

2000年　5月　バンダイキャラクター研究所設立

　　　 10月　時代レポート第１弾「キャラクターに癒しを求める現代人」発行

　 　　　11月　キャラクター研究者育成支援制度設立

2001年　3月　第1回キャラクター研究者育成支援制度受賞者発表

　　　　　　 3月　時代レポート第２弾「“友達と共につくるドラマ”としてのカードバトル」発行

　　　　　　 8月　時代レポート第３弾「エルダーとキャラクターに関する調査」発行

　　　　　　 9月　香山リカ氏との共著「87％の日本人がキャラクターを好きな理由」（学研）発刊

　 2002年　3月　第2回キャラクター研究者育成支援制度受賞者発表

　 　　　 6月 時代レポート第４弾「サザエさん主義の時代」発行

2003年　3月　第1回・第2回キャラクター研究者支援制度研究レポート提出

10月　時代レポート第５弾「母親としての自分を表現し始めた女性たち」発行



研究概要･･････････････････････････････････････････････････････････4
定量調査実施概要･････････････････････････････････････････････････5
総括･･･････････････････････････････････････････････････････････････6

調査結果サマリー ･････････････････････････････････････････････････11
絵本の関心度・必要度･･･････････････････････････････････････････････12
絵本支持層のクラスター分類･････････････････････････････････････････13
クラスター別にみる｢絵本の良さ｣･････････････････････････････････････14
絵本の価値構造･････････････････････････････････････････････････････15
クラスター特性一覧･････････････････････････････････････････････････16

調査結果詳細ⅠⅠⅠⅠ　絵本との接触状況･･･････････････････････････････18
絵本に対する関心度･････････････････････････････････････････････････19
絵本の必要度･･･････････････････････････････････････････････････････20
絵本の読み聞かせ頻度（現在/意向）･･････････････････････････････････21
絵本を読んであげる場面･････････････････････････････････････････････22
１年間の絵本購入冊数（子供向け/自分向け）･･････････････････････････23
子供向け絵本の買い方･･･････････････････････････････････････････････24
絵本関連イベント参加状況（経験/意向）･･････････････････････････････25
絵本情報収集の積極度＆情報入手経路･････････････････････････････････26

調査結果詳細ⅡⅡⅡⅡ　絵本に求めること････････････････････････････････27
絵本とはどのようなものか･･･････････････････････････････････････････28
絵本の良さ･････････････････････････････････････････････････････････29
絵本を読んであげる時に感じること･･･････････････････････････････････30
子供に積極的に読んであげたい絵本･･･････････････････････････････････31
子供に積極的に読んであげたい絵本のジャンル･････････････････････････32
お気に入りの絵本･･･････････････････････････････････････････････････33
子供向け絵本の購入重視点･･･････････････････････････････････････････34

調査結果詳細ⅢⅢⅢⅢ　絵本意識の背景にある価値観・行動 ･････････････35
日常生活の中で特に大切にしたいと思うこと･･･････････････････････････36
子供の成長のために重要だと思うこと･････････････････････････････････37
子育ての方針･･･････････････････････････････････････････････････････38
日常生活における意識や行動･････････････････････････････････････････39
普段感じているストレス･････････････････････････････････････････････40
フェイスシート･････････････････････････････････････････････････････41

研究概要･･････････････････････････････････････････････････････････4
定量調査実施概要･････････････････････････････････････････････････5
総括･･･････････････････････････････････････････････････････････････6

調査結果サマリー ･････････････････････････････････････････････････11
絵本の関心度・必要度･･･････････････････････････････････････････････12
絵本支持層のクラスター分類･････････････････････････････････････････13
クラスター別にみる｢絵本の良さ｣･････････････････････････････････････14
絵本の価値構造･････････････････････････････････････････････････････15
クラスター特性一覧･････････････････････････････････････････････････16

調査結果詳細ⅠⅠⅠⅠ　絵本との接触状況･･･････････････････････････････18
絵本に対する関心度･････････････････････････････････････････････････19
絵本の必要度･･･････････････････････････････････････････････････････20
絵本の読み聞かせ頻度（現在/意向）･･････････････････････････････････21
絵本を読んであげる場面･････････････････････････････････････････････22
１年間の絵本購入冊数（子供向け/自分向け）･･････････････････････････23
子供向け絵本の買い方･･･････････････････････････････････････････････24
絵本関連イベント参加状況（経験/意向）･･････････････････････････････25
絵本情報収集の積極度＆情報入手経路･････････････････････････････････26

調査結果詳細ⅡⅡⅡⅡ　絵本に求めること････････････････････････････････27
絵本とはどのようなものか･･･････････････････････････････････････････28
絵本の良さ･････････････････････････････････････････････････････････29
絵本を読んであげる時に感じること･･･････････････････････････････････30
子供に積極的に読んであげたい絵本･･･････････････････････････････････31
子供に積極的に読んであげたい絵本のジャンル･････････････････････････32
お気に入りの絵本･･･････････････････････････････････････････････････33
子供向け絵本の購入重視点･･･････････････････････････････････････････34

調査結果詳細ⅢⅢⅢⅢ　絵本意識の背景にある価値観・行動 ･････････････35
日常生活の中で特に大切にしたいと思うこと･･･････････････････････････36
子供の成長のために重要だと思うこと･････････････････････････････････37
子育ての方針･･･････････････････････････････････････････････････････38
日常生活における意識や行動･････････････････････････････････････････39
普段感じているストレス･････････････････････････････････････････････40
フェイスシート･････････････････････････････････････････････････････41

●目　次●●目　次●



　　4

研究概要研究概要

今回の研究は、以下のような流れで進めた。

基礎情報収集
●オープンデータ収集

●流通取材

基礎情報収集
●オープンデータ収集

●流通取材

仮説構築
●オープンデータ分析
●流通取材結果分析
●ブレーンストーミング

仮説構築
●オープンデータ分析
●流通取材結果分析
●ブレーンストーミング

仮説検証
●定量調査実施
●クラスター分析

仮説検証
●定量調査実施
●クラスター分析

結果分析・まとめ結果分析・まとめ

問題意識
●最近の若い母親の絵本に対する意識が、従来

とは変わってきているような気がする･･･。

問題意識
●最近の若い母親の絵本に対する意識が、従来

とは変わってきているような気がする･･･。



　　5

定量調査実施概要定量調査実施概要

■目的　　

最近の若い母親の中に芽生えてきていると思われる“新しい絵本意識”、

及び、その背景にある日常意識・価値観を探る。

■対象者／サンプル数

1-3歳児を持つ25-29歳女性：178人

1-3歳児を持つ30-34歳女性：176人

1-3歳児を持つ35-39歳女性：176人

4-6歳児を持つ25-29歳女性：176人

4-6歳児を持つ30-34歳女性：177人

4-6歳児を持つ35-39歳女性：180人

計：1063人　　※今回の調査では「未就学児」を対象とした。

■方法

インターネット調査

■地域

全国

■実施日程

２００3年6月20日（金）～6月23日（月）

■調査項目

◎絵本に対する関心度

◎絵本の必要度

◎絵本の良さ

◎絵本を読んであげる頻度/読んであげたい頻度

◎絵本を読んであげる場面

◎絵本を読んであげる時に感じること

◎子供に積極的に読んであげたい絵本/ジャンル

◎絵本情報への積極度

◎絵本購入冊数/購入意向冊数

◎絵本イベント参加状況/意向

◎子育てに対する意識/方針

◎日常生活における意識・行動

◎フェイスシート

　※レポート中のＭＡ=複数回答、ＳＡ=単数回答、ＦＡ=自由回答を表す｡
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総括総括

　今回の調査で｢絵本に関心がある｣と回答した母親は全体の９３％。そして､実に半数近く（４８％）

の母親が子供への絵本の読み聞かせを週４回以上行っていた。週１回以上まで入れると８６％にも

なる。また必要度でも、９７％の母親が絵本を必要だと思っており、これは「お出かけ／家族旅行」

（９４％）よりも高く、「父親」（９６％）と並ぶほど重要であることを示している。このうち、「かなり必要」

という回答に絞ってみても、絵本は６６％と「お出かけ／家族旅行」（５４％）を上回り、玩具（３９％）

やテレビアニメ（１０％）を大きく引き離している。母親の絵本への関心の高さがうかがえる。

　なぜ、こんなにも絵本が支持されているのだろうか？

　なぜ、今「絵本ブーム」なのだろうか？

今までの絵本は、子供のためのもの

　今の母親が子供の頃、多分、当時の大半の母親たちは、絵本は「子供のためのもの」と考えてい

た。絵本は、子供の好奇心を満たす楽しいものであり、与えておけば子供をとりあえず静かにして

おけるというような「子供の娯楽」だった。

　そして、もちろん「子供の教育」的な意味合いも大きかっただろう。子供が文字や言葉に親しむ「知

育」、ものの善悪や世の中のルールを学ぶ「道徳教育」、さらに、その色彩やテ

ーマから豊かな心を形成していく「情操教育」のツールとして、絵本は読まれた。

　こうした母親の思いを受けて、子供たちは、与えられた絵本の美しい絵や色彩やストーリ

ーに胸躍らせ、母親の体温や呼吸を感じながら、繰り出される物語に入り込んでいった。

　一昔前までは、絵本とはそんな「子供のためもの」であったような気がする。

いまや、絵本は、母親のものになった

　しかし、昨今の絵本ブームを見ていると、絵本に対する価値観が変化していることに気づく。今の

母親は、どうやら子供だけのものとして絵本を購入しているのではなさそうだ。　絵本は、「母子のコ

ミュニケーションツール」の意味を持ち始め、さらに、「母親にとってのコミュニケーションツール」とい

う意味合いを濃くしつつある。調査結果でも、「絵本を読んであげる時に感じること（現在、子供に絵

本の読み聞かせをしている人へ聴取）」の１位、「子どもが楽しんでいる」（７６％）に続くのは、「子ど

もとの会話がとても楽しめる」（４８％）、「子どものぬくもりが感じられる」（４０％）、「子どもに安らぎ

を感じてもらっている」（３９％）という、母子の交流に由来するものになっている。そこには、子供よ

りもむしろ母親のためのものというニュアンスが感じられる。「子どもから自分への愛情が確認でき

る」（１２％）という回答も見逃せない。

　そして、さらに注目されるのは、絵本の良さを「母親自身の娯楽」（１５％）とか「自分自身の気分転

換」（２４％）と回答する人たちである。生活の中で、ゆとり／センス／知性を感じられるものと回答

する人たちも少なくない。この新しい絵本支持層は、母親自身が

ほっとしたり、ゆったりできたり、心安らいだり、優しい気持ちになれる、そんな新しい価値を絵本に

認めている。

　明らかに「自分自身にとっての価値」を認める層が台頭してきていると言える。

、、、、、、

、
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総括総括

　こうして、絵本は、「子供の娯楽」、「子供の教育」といった子供のためのものから、「親子の交流」、

「自分の娯楽やセンス」といった母親のためのものへと、その価値を広げていった。

読み聞かせは、母子の繋がりが感じられる、短くても濃密な時間

　母親が絵本に安らぎやゆとりを求める、その社会背景には何があるのだろう？

　世の中は、不安でいっぱいである。近年、少年犯罪はますます低年齢化しており、いじめや不登

校、学級崩壊など、子を持つ母親を怯えさせるような事件ばかりが目につく。先日の新聞記事によ

れば、「少年凶悪犯罪は１０年前の倍に」達した。また、若い父親や母親による幼児虐待の記事も

目につく。さまざまなストレスが親の心をゆがませ、信じられないような事件が起こっている。マスコ

ミは親の愛情不足を理由にしがちだ。そして、事件が起こる度に、親は非難され、次第に大きなスト

レスとなっていく。

　こうした背景から、多くの母親たちは、子育てに対して漠然とした不安を抱え、荒んだ心の子供に

しないために、そして母親自身の自信と穏やかな心を取り戻すために、あたたかい時間、ゆったりと

した時間を今まで以上に欲しているのではないだろうか。

　本調査結果からも、９割近くの母親が何らかのストレスを感じていることがわかった。特に強いの

は、「子どものために自分の行動や時間が制限されること」（５２％）、「育児に対する不安や親とし

ての責任に対するプレッシャー」（４４％）だが、「子どもとの時間が十分に取れないこと」と答えてい

る人も２０％存在する。

　自由回答の中で、「忙しい中でも、読み聞かせのひとときを貴重で大切な時間と感じている」という、

働く母親の回答が多く見られた。それは、子供と接する時間が少ないからこそ、この短い時間に子

供とのより深い繋がりを求めているからだ。一方、専業主婦も、「読み聞かせは他ではなかなか得

られない大切な時間」と感じている。それは、自分の時間が持てないからこそ、子供と一緒でも自分

がゆったりした気分になれるものを求めているからである。

　母親は、絵本を読み聞かせるうちに、実はそれが自分の心を癒してくれていることに気付いた。絵

本の読み聞かせによって、母も子も、お互いの体温や愛情や繋がりを感じることができ、短くても濃

密な時間が過ごせる。それは、子供をぎゅっと抱きしめている感覚にも近く、誰にも邪魔されず二人

だけの時間と空間を作れるすごく幸せなひとときなのだ。そして、実は自分が元気にもなっている。

　自信を失いかけた時でも、自分が母親であるということを確認し、喜びを得られるもの、それが絵

本なのではないだろうか。
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総括総括

絵本は、母親が生活を自分らしく演出できる大切なツール

　変化の背景にあるのは､ストレスだけではないだろう。母親の子育て観やライフスタイルの変化も、

当然その裏にある。

　今の母親は大概、昔の価値観に縛られたくはないし、子供が生まれたことで自分の生活を大きく

変えたくないと思っている。できれば、おしゃれな母親でいたいし、自分の時間も作りたいと思ってい

る。しかし、それは決して、家事や子育てを放棄して遊びに行きたいということではない。本調査結

果の「日常生活における意識や行動」を見ても、「古くてもいいものは使う」（６４％）の次にくるのは、

「周りの人も幸せであってほしい」（５７％）、「自分の生き方も大事にしている」（５６％）、「自分のペー

スでやるほうだ」（５２％）であり、自分のペースを大事にしながらも周囲への思いやりを忘れてはい

ない。つまり、彼女たちは、自分と同時に子供も満足させてくれるものを求めているのだ。

　絵本はその気持ちを満足させてくれるものである。

　例えば、子供がいると、リビングにものが溢れがちである。しかし、そこにあるものが自分にとって

心地よいものであれば、おしゃれな生活も楽しめる。彼女たちにとって、絵本は、生活の中にあって

も邪魔にならない上質なものであり、ゆとり、ファッションなのである。

　また、絵本は、テレビやビデオと違って自分のペースが作れるし、少ない文字数だからこそ奥深い

ものがある。そして、そういうものだからこそ、「絵本を読んであげるお母さん」は、「一緒にテレビを

見てあげるお母さん」よりも、彼女たちの思う理想のお母さんになれる。おまけに、絵本は、自分自

身が楽しむのにも、こむずかしくなく、内容もシンプルで絵も楽しめて、いつでも簡単にゆったり気分

になれる。

　子供との時間がある母親でも、「絵本は母子二人が楽しめる数少ないものの一つ」と答えている

人が多いのは、おもちゃやテレビでは、子供を遊ばせるだけで、案外、自分は楽しめていないから

だ。母として子供が喜んでくれるのは嬉しいし、いろんなことを体験させるのは子供にとっても必要

なことだと思っている。しかし、それだけでは十分な満足感は得られない。絵本とは「ちょっとハイソ

な母親」を演じることができるものという意識も、母親に、より高い満足感を与えているのではないだ

ろうか。子供を喜ばせるものが絵本という（母親にとって）上質なものであれば、母親の嬉しさももっ

と上質なものになるのだ。

　部屋に絵本を飾る・・・開かなくてもそこにあるだけでなんだか嬉しい。絵本をいつも読んでいなく

ても、表紙を見ているだけで生活のゆとりが感じられる。子供と一緒に読んでいるそのシーンが想

像される。絵本は、母親にとって、生活を自分らしく演出できる大切なツ

ールにもなっている。

自分のために、自分の目で絵本を選ぶ母親たち

　自分を癒してくれる絵本を求め、絵本で自分らしさを演出する母親。

　では、彼女たちは、どんな絵本を選んでいるのだろうか。
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総括総括

　「絵本購入時に重視するポイント（この１年間に、子供のために絵本を購入した人に聴取）」は、２

位の「価格の手頃さ」（５９％）を除けば、「作品のテーマ」（６３％）、「絵のタイプ」（５７％）、「色使い」

（５２％）と、内容やビジュアル面での要素が上位に挙がっている。

　また、「積極的に読んであげたい絵本（現在、子供に絵本の読み聞かせをしている人へ聴取）」と

して、「子どもの創造力や感受性が豊かになる」（９１％）、「子どもの好奇心が刺激される」（６９％）

という絵本の基本的な要素に加えて、「子どもと一緒に指差したり、めくったり、探したりが楽しめる」

（６１％）､「色がきれい」（６０％）、「それを通して親子の会話が弾みそう」（５１％）、「自分自身も楽し

める」（４８％）と、母子の交流や自分の娯楽に繋がるものを選んでいる。

　今後この傾向はますます強くなり、より「子供にも自分にも楽しめるもの」「自分が気持ちよくいら

れるもの」「生活の潤いとなるもの」を求めるようになるだろう。

　自分も満足できるもの・・・つまり、それは絵本選択の決定権が母親に移ることを意味する。子供

に選ばせたとしても、母親はますます自分の目でも絵本を選ぶようになるはずだ。「人から良いと勧

められた絵本」や「昔からの名作絵本」を与えるだけではなく、母親自身が選んだ絵本を我が子に

読み聞かせるという行為は、実に能動的であり、今後、母子の繋がりを強くし、子供たちの個性や

感性を引き出していくことができるのではないだろうか。

　こういった傾向の顕著な母親たちを、我々は「自分の楽しみ派」と呼んでいる。

　　　　　　今回の分析によって、絵本の支持層は「子供の娯楽派」「道徳・知育派」「親子の交流派」

　　　　　「自分の楽しみ派」の４クラスターに分類された。そして、分析結果から面白いことがわかった。

　　　　　　それは、この４クラスターは、絵本について別々の価値を見出しているのではなく、新しい支持層

　　　　　ほど、今までの価値にプラスして新しい価値を認めているということだ。

　　　　　　　　１．「子供の娯楽派」は、絵本に対して、子供が喜べばそれで十分という、絵本の

　　　　　　　　　　本来的な価値にしか気づいていない

　　　　　　　　２．「道徳・知育派」は、これに加えて教育的要素も認めるようになる

　　　　　　　　３．「親子の交流派」は、さらに、親が一方的に与える価値だけではなく、子供との

　　　　　　　　　　言葉や感情のやりとりを重視する

　　　　　　　　４．「自分の楽しみ派」は、この３つに加えて、自分にとっての価値を感じている

　　　　　　「自分の楽しみ派」は、絵本にすべての価値を認めている層だから、当然絵本に対して関心が高

　　　　　いし、情報を集めることに手間を惜しまない。「自分の楽しみ派」では、絵本を毎日読み聞かせる人

　　　　　が４６％、１年間に子供に２０冊以上絵本を買った人が１５％もいる。

新しい母親たちが、今後の「子供」商品の消費リーダーとなる

　この、「自分の楽しみ派」に代表されるような新しい母親たちは、絵本に留まらず、何に対しても関

心を高く持ち、情報を集めている。だからといって、流行に踊らされるのではなく、広く情報を集めた

上で、自分の判断基準でものごとを選択しているのだ。
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総括総括

　彼女たちは、家族の為には身体に良いものを選び、周りの人たちの幸せを願い、地球環境にも配

慮を怠らないスローライフを楽しむ新しい人たちである。優しい母親でもありたいし、自分の人生を

楽しむその姿を見せることが、子供のため、家族のためになると考えている。そして、それをできる

範囲（身の丈）で実践している。

　つまり、生き方についても、独り善がりではなく、かといって、かつての母親のように自分の生活を

我慢し続けるつもりもない。彼女たちは、母親であることを楽しんでいる。母親になったことは「制約」

ではなく、むしろ、「自分の生活を楽しく豊かにするチャンス」なのだ。そして、彼女たちは、「母親と

いう楽しみ」を自分らしく生活に取り入れ、まわりのあらゆるところで「母親としての自分」を表現する

ことに、喜びを見出し始めた。何事も肯定的に捉えることのできる、とても前向きでポジティブな明る

い母親といえるのではないだろうか。

　彼女たちこそ、これからの絵本市場を引っ張るマーケットドライバー層といえるだろう。そして、同

時に、自分の目で良いものを選びたいという、生活へのこだわりからも、これからの社会を切り開く

意欲を持った注目すべき層だといえる。この人たちと絵本の関わり方を注視していくことは、「家族」

や「母親」、「子供」といったテーマでものを捉える際にも、非常に重要になってくるだろう。そして、

「子供」商品の消費の中心層になると考えられるこの母親層について、我々は、より深く知っていく

べきであろう。

　母子のコミュニケーションツールになること

　まず母親がはまること

　母親が納得するような、おしゃれ感を持っていること

　これからの子供商品やサービスのポイントは、こんなところにあるのかもしれない。



調査結果サマリー



　　12

絵本の関心度・必要度絵本の関心度・必要度

83.3

66.1

54.0

39.0

9.8

8.2

1.5

13.0

31.2

40.3

52.0

60.9

43.3

26.4

8.3

2.8

2.4

5.2

7.7

8.0

32.0

40.5

28.0

2.3

13.2 1.8

28.5

0.2

0.7

0.6

1.2

17.6

37.1

0.4

25.1

7.3

-

-

0.2

-

0% 20% 40% 60% 80% 100%

父親父親父親父親

絵本絵本絵本絵本

お出かけ／家族旅行お出かけ／家族旅行お出かけ／家族旅行お出かけ／家族旅行

おもちゃおもちゃおもちゃおもちゃ

テレビの教育番組テレビの教育番組テレビの教育番組テレビの教育番組

テレビアニメテレビアニメテレビアニメテレビアニメ

ペットペットペットペット

テレビゲームテレビゲームテレビゲームテレビゲーム

かなり必要である まあ必要である どちらとも言えない あまり必要ではない まったく必要ではない

44.6 48.8 4.7 1 .7 0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　体(N =1 0 6 3 )全　体(N =1 0 6 3 )全　体(N =1 0 6 3 )全　体(N =1 0 6 3 )

かなり関心がある まあ関心がある どちらとも言えない あまり関心はない まったく関心はない

●絵本に対する関心度●

●絵本の必要度●
（全体：Ｎ＝１０６３）

１～６歳の幼児を持つ母親の実に９３％が絵本に関心を持っている。
また、９７％が絵本を必要と思っている。これは、「家族旅行」よりも多く、

「父親」と並ぶほど重要であることを示している。

１～６歳の幼児を持つ母親の実に９３％が絵本に関心を持っている。１～６歳の幼児を持つ母親の実に９３％が絵本に関心を持っている。
また、９７％が絵本を必要と思っている。これは、「家族旅行」よりも多く、また、９７％が絵本を必要と思っている。これは、「家族旅行」よりも多く、

「父親」と並ぶほど重要であることを示している。「父親」と並ぶほど重要であることを示している。
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絵本支持層のクラスター分類絵本支持層のクラスター分類

　このように「絵本の良さ」が持つ４つの価値の中に、「自分の娯楽」「ファッション
・センス」といった従来にはなかったと思われる要素が認められている。つまり、絵本
と接する際に新しい意識・行動をもった人々が生じていることを予想させた。

　絵本に対する関心をより深く分析するにあたり、「絵本の良さ」に着目した。ここには、今の母親
の絵本に対する意識が端的に表れていると思われるからである。
　そこで「絵本の良さ」について因子分析を行った結果、４つの因子が抽出できることを確認した。

　これに基づきk-means法によりクラスター形成を行ったところ、４クラスターで分類すると、
各クラスターの因子スコアの平均値は以下のようになった。
　そこで各クラスターを以下のように解釈・命名した（なお、「子供の娯楽派」については、次
ページ以下の分析も加味して命名）。

自
分
の
娯
楽

親
子
の
交
流

道
徳
・
知
育

セ
ン
ス
・

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

絵本の良さとして認められる価値因子

絵 本 の 良 さ 因 子 １ 因 子 ２ 因 子 ３ 因 子 ４

自 分 自 身 の 気 分 転 換 に な る 0 . 6 7 7 0 . 0 8 0 0 . 0 6 7 0 . 0 2 2

自 分 自 身 の 娯 楽 0 . 5 9 4 0 . 0 5 8 - 0 . 0 0 3 0 . 1 8 4

生 活 の 中 で ゆ と り が 感 じ ら れ る 0 . 4 9 3 0 . 2 0 5 0 . 2 0 5 0 . 0 6 9

生 活 の 中 で 知 性 が 感 じ ら れ る 0 . 4 0 8 0 . 1 0 3 0 . 1 1 4 0 . 1 9 8

身 近 な 芸 術 と し て 親 し め る 0 . 3 7 0 0 . 2 4 8 0 . 1 5 8 0 . 0 7 5

自 分 の 価 値 観 を し ぜ ん に 子 ど も と 共 有 で き る 0 . 3 4 6 0 . 1 8 8 0 . 2 9 3 0 . 0 7 8

子 ど も に 愛 情 を 与 え ら れ る 0 . 1 1 7 0 . 7 5 8 0 . 1 8 1 0 . 0 8 6

子 ど も に 安 ら ぎ を 与 え ら れ る 0 . 2 0 9 0 . 6 5 1 0 . 2 0 5 0 . 0 2 1

子 ど も と の 会 話 が 楽 し め る 0 . 1 9 6 0 . 3 5 2 0 . 3 0 1 - 0 . 0 1 1

子 ど も と の ス キ ン シ ッ プ が 楽 し め る 0 . 1 2 9 0 . 3 2 8 0 . 2 4 5 - 0 . 0 1 1

子 ど も か ら 自 分 へ の 愛 情 を 確 認 で き る 0 . 2 7 9 0 . 3 2 0 0 . 2 6 0 0 . 0 8 1

子 ど も が 物 事 の 善 悪 や 人 へ の 思 い や り を 学 べ る 0 . 0 4 8 0 . 1 6 1 0 . 5 8 5 0 . 0 4 7

子 ど も が 文 字 や 言 葉 を 覚 え ら れ る 0 . 1 2 3 0 . 0 4 9 0 . 4 4 4 0 . 0 5 0

子 ど も の 好 奇 心 が 満 た さ れ る 0 . 0 6 6 0 . 1 1 4 0 . 3 7 8 0 . 0 1 9

子 ど も の 情 感 が 豊 か に な る - 0 . 0 1 0 0 . 2 3 1 0 . 3 6 2 - 0 . 0 3 0

子 ど も が 楽 し め る 0 . 0 9 9 0 . 0 8 9 0 . 2 7 8 0 . 0 0 6

自 分 に と っ て の フ ァ ッ シ ョ ン 0 . 1 8 1 0 . 0 1 9 - 0 . 0 2 1 0 . 7 1 4

自 分 の セ ン ス を 表 現 で き る 0 . 1 6 2 0 . 0 4 3 0 . 0 8 6 0 . 7 0 9

※数値は因子負荷量
　 その項目がどれだけ各々の因子を 説明しているかを表す数値

親子の交流派
子供の娯楽派
自分の楽しみ派
道徳 ・ 知育派

クラスター

調査＝「そう思うもの」を複数回答
分析＝主因子法：Kaiserの正規化を伴わないバリマックス法にて実施

ｸﾗｽﾀｰ

No
自分の娯楽 親子の交流 道徳・知育

センス・

ファッション

1 -0.247 0.818 0.283 -0.103

2 -0.223 -0.500 -0.888 -0.048

3 1.444 0.538 0.480 0.331

4 -0.295 -0.713 0.361 -0.017
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クラスター別にみる「絵本の良さ」クラスター別にみる「絵本の良さ」

全体
子供の子供の子供の子供の
娯楽派娯楽派娯楽派娯楽派

道徳・道徳・道徳・道徳・
知育派知育派知育派知育派

親子の親子の親子の親子の
交流派交流派交流派交流派

自分の自分の自分の自分の
楽しみ派楽しみ派楽しみ派楽しみ派

N=1063 N=302 N=279 N=323 N=159

子どもが楽しめる 89.7 78.1 90.7 95.4 98.1

子どもの情感が豊かになる 87.7 69.9 90.3 97.8 96.2

子どもの好奇心が満たされる 76.5 57.6 76.0 86.1 93.7

子どもとのスキンシップが楽しめる 73.5 48.7 69.2 91.3 91.8

子どもが文字や言葉を覚えられる 71.7 40.4 86.4 77.4 93.7

子どもが物事の善悪や人への思いやり
を学べる

67.7 12.9 96.4 83.3 89.9

子どもとの会話が楽しめる 66.4 35.1 57.3 89.5 95.0

子どもに 安らぎを与えられる 52.1 22.2 14.7 93.2 91.2

子どもに 愛情を与えられる 46.4 14.6 11.1 88.5 83.0

身近な芸術として親しめる 33.6 18.5 16.5 38.7 81.8

生活の中でゆとりが感じられる 33.4 11.6 19.7 38.1 89.3

自分の価値観をしぜんに子どもと共有
できる

27.3 8.6 18.6 28.8 74.8

自分自身の気分転換になる 24.1 12.3 13.3 14.9 84.3

子どもから自分への愛情を確認できる 15.6 2.0 3.6 22.3 49.1

自分自身の娯楽 14.8 8.6 7.2 5.9 57.9

生活の中で知性が感じられる 14.5 5.3 9.3 7.7 54.7

自分のセンスを表現できる 2.3 0.0 1.4 0.9 10.7

自分にとってのファッション 1.6 0.7 0.7 0.3 7.5

その他 1.5 1.0 0.4 1.9 3.8

子供の
娯楽
価値

道徳･
知育
価値

親子の
交流
価値

自分の
楽しみ
価値

前ページで分類したクラスターの特徴を明確にするために、
クラスター別にどのような「絵本の良さ」を認めているのか、表してみた。

※　　　 は30％以上、　　　は50％以上、　　　は70％以上。

（％）
＜ＭＡ＞＜ＭＡ＞＜ＭＡ＞＜ＭＡ＞
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絵本の価値構造絵本の価値構造

この結果を図式化してみると、以下のように示すことができる。

子供の
娯楽
価値

子供の
娯楽
価値

子供の
娯楽
価値

子供の
娯楽
価値

道徳･知育
価値

道徳･知育道徳･知育
価値価値

親子の交流親子の交流
価値価値

道徳･知育道徳･知育
価値価値

親子の交流親子の交流
価値価値

自分の自分の
楽しみ楽しみ
価値価値

子供の娯楽派子供の娯楽派子供の娯楽派子供の娯楽派
28.4%

子供の娯楽派子供の娯楽派子供の娯楽派子供の娯楽派
28.4%

道徳･知育派道徳･知育派道徳･知育派道徳･知育派
26.2%

道徳･知育派道徳･知育派道徳･知育派道徳･知育派
26.2%

親子の交流派親子の交流派親子の交流派親子の交流派
30.4%

親子の交流派親子の交流派親子の交流派親子の交流派
30.4%

自分の楽しみ派自分の楽しみ派自分の楽しみ派自分の楽しみ派
15.0%

自分の楽しみ派自分の楽しみ派自分の楽しみ派自分の楽しみ派
15.0%

価
値
の
広
が
り

新しさ

●「子供の娯楽派」は､絵本に対しては､「子供が喜べばそれで十分」という､絵本

　の本来的な価値にしか気づいていない。

●「道徳・知育派」になると、これに加えて「教育的要素」も認めるようになる。

～ここまでが子供にとっての価値のみ認めている層で、全体の半数強を占める。

●「親子の交流派」は、親が一方的に与える価値だけではなく、子供との言葉や

　感情のやりとりという双発的な価値も認める。

●さらに、「自分にとっての価値」を感じる人たち＝「自分の楽しみ派」も１５

　％存在している。この人たちは、絵本に多くの価値を見出し、絵本が自分自身

　の生活を豊かにする重要な手段であると考えているようだ。

●「子供の娯楽派」は､絵本に対しては､「子供が喜べばそれで十分」という､絵本●「子供の娯楽派」は､絵本に対しては､「子供が喜べばそれで十分」という､絵本

　の本来的な価値にしか気づいていない。　の本来的な価値にしか気づいていない。

●「道徳・知育派」になると、これに加えて「教育的要素」も認めるようになる。●「道徳・知育派」になると、これに加えて「教育的要素」も認めるようになる。

～ここまでが子供にとっての価値のみ認めている層で、全体の半数強を占める。～ここまでが子供にとっての価値のみ認めている層で、全体の半数強を占める。

●「親子の交流派」は、親が一方的に与える価値だけではなく、子供との言葉や●「親子の交流派」は、親が一方的に与える価値だけではなく、子供との言葉や

　感情のやりとりという双発的な価値も認める。　感情のやりとりという双発的な価値も認める。

●さらに、「自分にとっての価値」を感じる人たち＝「自分の楽しみ派」も１５●さらに、「自分にとっての価値」を感じる人たち＝「自分の楽しみ派」も１５

　％存在している。この人たちは、絵本に多くの価値を見出し、絵本が自分自身　％存在している。この人たちは、絵本に多くの価値を見出し、絵本が自分自身

　の生活を豊かにする重要な手段であると考えているようだ。　の生活を豊かにする重要な手段であると考えているようだ。
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自分の楽しみ派
子供のためだけでなく自分にとっての価値も求める絵本の読み聞かせ頻度や購入冊

数が多い。絵本に多くの価値を見出
し積極的に情報収集するなど、意
識面・実態面で絵本市場を引っ張
るマーケットドライバー層だと言え
る。

絵本の読み聞かせ頻度や購入冊絵本の読み聞かせ頻度や購入冊
数が数が多い多い。絵本に多くの価値を見出。絵本に多くの価値を見出
し積極的に情報収集するなど、意し積極的に情報収集するなど、意
識面・実態面で絵本市場を引っ張識面・実態面で絵本市場を引っ張
るるマーケットドライバー層マーケットドライバー層だと言えだと言え
る。る。

クラスター特性一覧クラスター特性一覧

絵本との
接触状況

絵本に求める価値

絵本意識の背景にある
価値観・行動

絵本は子供のために大切であり､いろいろな絵本を絵本は子供のために大切であり､いろいろな絵本を絵本は子供のために大切であり､いろいろな絵本を絵本は子供のために大切であり､いろいろな絵本を絵本は子供のために大切であり､いろいろな絵本を絵本は子供のために大切であり､いろいろな絵本を絵本は子供のために大切であり､いろいろな絵本を絵本は子供のために大切であり､いろいろな絵本を
読んであげたい、と思っている。同時に、自分に読んであげたい、と思っている。同時に、自分に読んであげたい、と思っている。同時に、自分に読んであげたい、と思っている。同時に、自分に読んであげたい、と思っている。同時に、自分に読んであげたい、と思っている。同時に、自分に読んであげたい、と思っている。同時に、自分に読んであげたい、と思っている。同時に、自分に
とっても大事なものであり、自分のセンスにも合うとっても大事なものであり、自分のセンスにも合うとっても大事なものであり、自分のセンスにも合うとっても大事なものであり、自分のセンスにも合うとっても大事なものであり、自分のセンスにも合うとっても大事なものであり、自分のセンスにも合うとっても大事なものであり、自分のセンスにも合うとっても大事なものであり、自分のセンスにも合う
ものを選びたい、という気持ちも強い。この人たちものを選びたい、という気持ちも強い。この人たちものを選びたい、という気持ちも強い。この人たちものを選びたい、という気持ちも強い。この人たちものを選びたい、という気持ちも強い。この人たちものを選びたい、という気持ちも強い。この人たちものを選びたい、という気持ちも強い。この人たちものを選びたい、という気持ちも強い。この人たち
は、生活全般においてお仕着せでなく、自分の目では、生活全般においてお仕着せでなく、自分の目では、生活全般においてお仕着せでなく、自分の目では、生活全般においてお仕着せでなく、自分の目では、生活全般においてお仕着せでなく、自分の目では、生活全般においてお仕着せでなく、自分の目では、生活全般においてお仕着せでなく、自分の目では、生活全般においてお仕着せでなく、自分の目で
良いものを選び取りたい、と思っている。つまり、良いものを選び取りたい、と思っている。つまり、良いものを選び取りたい、と思っている。つまり、良いものを選び取りたい、と思っている。つまり、良いものを選び取りたい、と思っている。つまり、良いものを選び取りたい、と思っている。つまり、良いものを選び取りたい、と思っている。つまり、良いものを選び取りたい、と思っている。つまり、
絵本もそうした生活意識・行動が反映されたものに絵本もそうした生活意識・行動が反映されたものに絵本もそうした生活意識・行動が反映されたものに絵本もそうした生活意識・行動が反映されたものに絵本もそうした生活意識・行動が反映されたものに絵本もそうした生活意識・行動が反映されたものに絵本もそうした生活意識・行動が反映されたものに絵本もそうした生活意識・行動が反映されたものに
なっていると言える。なっていると言える。なっていると言える。なっていると言える。なっていると言える。なっていると言える。なっていると言える。なっていると言える。

２９％

４６％

１５％

●絵本に対して、多くの良さを認めている。

　特に｢自分自身の娯楽｣　｢自分自身の気分

　転換｣｢知性が感じられる｣｢ゆとりが感じ

　られる｣　｢身近な芸術｣という項目で群を

　抜いて高い。

●子供に対して、様々な絵本を積極的に読ん

　であげたいと思っている。中でも｢自分も

　楽しめる絵柄やストーリーの絵本｣｢色の

　きれいな絵本｣が、他派に比べて際立って

　高い。

●子育ての方針としては、子供にとって良い

　ものを選択して与えたい、いろいろなこと

　を体験させてあげたい、という意識・行動

　傾向が見られる。

●日常生活においても、良いものを選択し、

　いろいろなことに積極的に取り組んでいる

　様子がうかがえる。

絵本情報をできる限り
積極的に集める

絵本を毎日読み聞かせる

1年間に子どもに
20冊以上絵本を買った
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クラスター特性一覧クラスター特性一覧

この人たちは、絵本の価値を掘り下この人たちは、絵本の価値を掘り下この人たちは、絵本の価値を掘り下この人たちは、絵本の価値を掘り下この人たちは、絵本の価値を掘り下この人たちは、絵本の価値を掘り下この人たちは、絵本の価値を掘り下この人たちは、絵本の価値を掘り下
げてげてげてげてげてげてげてげて聞くと､｢子どもにとっての聞くと､｢子どもにとっての聞くと､｢子どもにとっての聞くと､｢子どもにとっての聞くと､｢子どもにとっての聞くと､｢子どもにとっての聞くと､｢子どもにとっての聞くと､｢子どもにとっての楽し楽し楽し楽し楽し楽し楽し楽し
さ｣を挙げてくれる。しかし､普通にさ｣を挙げてくれる。しかし､普通にさ｣を挙げてくれる。しかし､普通にさ｣を挙げてくれる。しかし､普通にさ｣を挙げてくれる。しかし､普通にさ｣を挙げてくれる。しかし､普通にさ｣を挙げてくれる。しかし､普通にさ｣を挙げてくれる。しかし､普通に
聞くと明確な傾向は見出せない。絵聞くと明確な傾向は見出せない。絵聞くと明確な傾向は見出せない。絵聞くと明確な傾向は見出せない。絵聞くと明確な傾向は見出せない。絵聞くと明確な傾向は見出せない。絵聞くと明確な傾向は見出せない。絵聞くと明確な傾向は見出せない。絵
本への関心は低くはないが、他派に本への関心は低くはないが、他派に本への関心は低くはないが、他派に本への関心は低くはないが、他派に本への関心は低くはないが、他派に本への関心は低くはないが、他派に本への関心は低くはないが、他派に本への関心は低くはないが、他派に
比べると、総じて反応が弱い。それ比べると、総じて反応が弱い。それ比べると、総じて反応が弱い。それ比べると、総じて反応が弱い。それ比べると、総じて反応が弱い。それ比べると、総じて反応が弱い。それ比べると、総じて反応が弱い。それ比べると、総じて反応が弱い。それ
は､生活全般においても､積極的に何は､生活全般においても､積極的に何は､生活全般においても､積極的に何は､生活全般においても､積極的に何は､生活全般においても､積極的に何は､生活全般においても､積極的に何は､生活全般においても､積極的に何は､生活全般においても､積極的に何
かをかをかをかをかをかをかをかを選択しているわけではないこと選択しているわけではないこと選択しているわけではないこと選択しているわけではないこと選択しているわけではないこと選択しているわけではないこと選択しているわけではないこと選択しているわけではないこと
に起因していると言えそうだ。に起因していると言えそうだ。に起因していると言えそうだ。に起因していると言えそうだ。に起因していると言えそうだ。に起因していると言えそうだ。に起因していると言えそうだ。に起因していると言えそうだ。

子供の娯楽派
子供が喜べばそれで十分

７％

２２％

８％

●絵本の良さ､子供に積極的に読んで
　あげたい絵本､子育ての方針・・・
　など、いずれの項目に対しても､最
　も反応が鈍い層である。

●ただし､｢絵本の一番良いところ｣を
　聞くと､｢子どもが楽しめる｣｢子ども
　の好奇心が満たされる｣、同様に､
　 ｢一番読んであげたい絵本｣を聞く
　と､｢子どもの好奇心が刺激される
　絵本｣、が各派の中で最も高くなっ
　ている。

●日常生活の中で特に大切にしたい
　ものとしては､｢趣味･ﾚｼﾞｬｰ｣が各派
　の中で最も高い。

絵本は､子供と上辺のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを図絵本は､子供と上辺のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを図絵本は､子供と上辺のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを図絵本は､子供と上辺のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを図絵本は､子供と上辺のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを図絵本は､子供と上辺のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを図絵本は､子供と上辺のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを図絵本は､子供と上辺のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを図
るだけのるだけのるだけのるだけのるだけのるだけのるだけのるだけのものでなく､感情の交流をものでなく､感情の交流をものでなく､感情の交流をものでなく､感情の交流をものでなく､感情の交流をものでなく､感情の交流をものでなく､感情の交流をものでなく､感情の交流を
行うものだと思っている。この背景行うものだと思っている。この背景行うものだと思っている。この背景行うものだと思っている。この背景行うものだと思っている。この背景行うものだと思っている。この背景行うものだと思っている。この背景行うものだと思っている。この背景
には、には、には、には、には、には、には、には、““““““““家族の絆を大切にしたい家族の絆を大切にしたい家族の絆を大切にしたい家族の絆を大切にしたい家族の絆を大切にしたい家族の絆を大切にしたい家族の絆を大切にしたい家族の絆を大切にしたい””””””””
という願望がある。という願望がある。という願望がある。という願望がある。という願望がある。という願望がある。という願望がある。という願望がある。

親子の交流派
親子の言葉や感情の交流を楽しむ

１２％

３７％

９％

●絵本に対して、｢自分の楽しみ派｣
　ほどではないが、比較的多くの良さ
　を認めている。特に｢子どもの情感
　が豊かになる｣｢子どもに愛情/安ら
　ぎを与えられる｣という項目では、
　各派の中で最も高い。

●子供に対して積極的に読んであげ
　たい絵本でも､｢自分の楽しみ派｣に
　次いで多くの絵本に反応している。
　特に｢親子の会話が弾みそうな絵本｣
　｢子どもと一緒に指差したりできる
　絵本｣が比較的高い。

●子育ての方針としては｢家族の時間
　を作るように心がけている｣が｢自分
　の楽しみ派｣と並んで高くなってい
　る。

絵本は､子供の道徳形成・知育に役立絵本は､子供の道徳形成・知育に役立絵本は､子供の道徳形成・知育に役立絵本は､子供の道徳形成・知育に役立絵本は､子供の道徳形成・知育に役立絵本は､子供の道徳形成・知育に役立絵本は､子供の道徳形成・知育に役立絵本は､子供の道徳形成・知育に役立
つものと認識している。この裏には、つものと認識している。この裏には、つものと認識している。この裏には、つものと認識している。この裏には、つものと認識している。この裏には、つものと認識している。この裏には、つものと認識している。この裏には、つものと認識している。この裏には、
何よりも道徳教育が大事だとする子何よりも道徳教育が大事だとする子何よりも道徳教育が大事だとする子何よりも道徳教育が大事だとする子何よりも道徳教育が大事だとする子何よりも道徳教育が大事だとする子何よりも道徳教育が大事だとする子何よりも道徳教育が大事だとする子
育ての指針がある。育ての指針がある。育ての指針がある。育ての指針がある。育ての指針がある。育ての指針がある。育ての指針がある。育ての指針がある。

道徳・知育派
子供への教育的価値を重視

８％

２７％

８％

●絵本の良さの中で｢子どもが物事の
　善悪や人への思いやりを学べる｣と
　いう項目では､各派中､最も高い。
　｢子どもの情感が豊かになる｣｢子ど
　もが文字や言葉を覚えられる｣も
　比較的高い。

●子供に積極的に読んであげたい絵本
　として､｢子どもが物事の善悪や人へ
　の思いやりを学べる絵本｣｢子どもの
　創造力や感受性が豊かになる絵本｣
　｢子どもが文字や言葉を覚えられる
　絵本｣､また､具体的なジャンルでは
　｢名作絵本｣｢ﾃﾞｨｽﾞﾆｰ系絵本｣｢知育絵
　本｣などが､「自分の楽しみ派｣｢親子
　の交流派｣並みに高い。

●子供の成長には｢物事の善悪をきち
　んと理解させ､社会のﾙｰﾙを覚えさせ
　ること｣が最も大事だと思っている。



調査結果詳細
ⅠⅠⅠⅠ

絵本との接触状況
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絵本に対する関心度絵本に対する関心度

4 4 .6

2 9 .5

3 6 .6

4 8 .8

5 8 .9

5 5 .2

2 7 .7

4 .7

7 .3

6 .1

3 .1

0 .6

1 .7

2 .2

7 1 .7

5 2 .3 4 4 .3

-

0 .3

3 .6

-

-

-

0 .7

0 .2

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

全　　　体(N =1 0 6 3 )

子供の娯楽派(N =3 0 2 )

道徳・知育派(N =2 7 9 )

親子の交流派(N =3 2 3 )

自分の娯楽派(N =1 5 9 )

かなり関心がある まあ関心がある どちらとも言えない あまり関心はない まったく関心はない

絵
本
の
良
さ
ク
ラ
ス
タ
ー
別

絵
本
の
良
さ
ク
ラ
ス
タ
ー
別

93.4

88.4

91.8

96.6

99.4

かなり関心がある
＋

まあ関心がある

ほとんどの母親が絵本に関心を持っている
●全体の93％とほぼ全ての人が絵本に関心をもっている。また、ほぼ半分の45％が「かなり

　関心がある」と回答し、幼児を持つ母親にとっては大きな関心事の一つだと言える。

●＜自分の楽しみ派＞は「かなり関心がある」が72％に達しており、とりわけ絵本への関心度が

　高い層だと言える。

●最も関心の低い＜子供の娯楽派＞でも、全体の関心度は９０％弱に及ぶ。絵本への関心は幅広い

　層に及んでいることがわかる。

自分の楽しみ派
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絵本の必要度絵本の必要度

6 6 .1

4 8 .0

6 0 .9

3 1 .2

4 5 .7

3 6 .2

1 1 .3

2 .4

6 .0

2 .5

-8 8 .7

7 6 .5 2 3 .2 0 .3

-

-

0 .4

0 .2

0 .3

-

-

-

-

-

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

全　　　体(N =1 0 6 3 )

子供の娯楽派(N =3 0 2 )

道徳・知育派(N =2 7 9 )

親子の交流派(N =3 2 3 )

自分の娯楽派(N =1 5 9 )

かなり必要である まあ必要である どちらとも言えない あまり必要ではない まったく必要ではない

絵
本
の
良
さ
ク
ラ
ス
タ
ー
別

絵
本
の
良
さ
ク
ラ
ス
タ
ー
別

97.3

93.7

97.1

99.7

100.0

かなり必要
＋

まあ必要

絵本の必要度絵本の必要度

8 3 .3

7 7 .5

8 1 .7

1 3 .0

1 7 .9

1 4 .3

8 .8

2 .8

4 .0

3 .6

8 8 .7

8 7 .6 9 .3

1 .3

1 .9

0 .6

0 .9

0 .4

0 .7

0 .7

0 .6

0 .3

-

-

0 .2

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

全　　　体(N =1 0 6 3 )

子供の娯楽派(N =3 0 2 )

道徳・知育派(N =2 7 9 )

親子の交流派(N =3 2 3 )

自分の娯楽派(N =1 5 9 )

かなり必要である まあ必要である どちらとも言えない あまり必要ではない まったく必要ではない

絵
本
の
良
さ
ク
ラ
ス
タ
ー
別

絵
本
の
良
さ
ク
ラ
ス
タ
ー
別

96.3

95.4

96.0

96.9

97.5

かなり必要
＋

まあ必要

父親の必要度父親の必要度

ほぼ全員にあたる97％が絵本を必要だと回答
●全体の97％が絵本を必要なものであると回答し、改めて幼児を持つ母親にとっての必需品で

　あるということが検証された。

●＜自分の楽しみ派＞においては「かなり必要である」が89％に達しており、「父親」と並んで

　いるなど、とりわけ絵本の必要度が高い層である。

自分の楽しみ派

自分の楽しみ派
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6 9 .2

5 4 .6

6 7 .0

8 4 .9

1 3 .5

1 4 .6

1 3 .6

9 .4

1 2 .2

2 0 .9

1 3 .3

6 .8

5 .0

7 7 .1 1 4 .2

-

0 .9

4 .7

2 .7

4 .3

0 .6

0 .6

0 .7

0 .8

1 .0

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

全　　　体(N =1 0 6 3 )

子供の娯楽派(N =3 0 2 )

道徳・知育派(N =2 7 9 )

親子の交流派(N =3 2 3 )

自分の娯楽派(N =1 5 9 )

将来の希望頻度将来の希望頻度

絵
本
の
良
さ
ク
ラ
ス
タ
ー
別

絵
本
の
良
さ
ク
ラ
ス
タ
ー
別

絵本の読み聞かせ頻度（現在絵本の読み聞かせ頻度（現在//意向）意向）

3 1 .3

2 1 .9

2 7 .2

4 5 .9

1 6 .7

1 4 .2

1 4 .3

2 0 .8

2 4 .1

2 3 .5

2 6 .2

2 5 .4

1 8 .9

1 3 .4

1 5 .1

1 0 .2

1 0 .1

6 .5

8 .2

5 .3

1 .9

3 6 .5 1 8 .9

1 6 .9 8 .6

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

全　　　体(N =1 0 6 3 )

子供の娯楽派(N =3 0 2 )

道徳・知育派(N =2 7 9 )

親子の交流派(N =3 2 3 )

自分の娯楽派(N =1 5 9 )

ほぼ毎日 週に４－５回 週に２－３回 週に１回 月に２－３回

月に１回 ２－３カ月に１回 それ以下 読み聞かせはしていない

現在行っている頻度現在行っている頻度

絵
本
の
良
さ
ク
ラ
ス
タ
ー
別

絵
本
の
良
さ
ク
ラ
ス
タ
ー
別

現在１／３が「ほぼ毎日」だが、理想的には２／３が
「ほぼ毎日」読んであげたい
●現在、全体の3１％が「ほぼ毎日」行っていると回答。「週４回以上」は48％とほぼ半数で、
　「週１回以上」では86％を占めている。
●特に＜自分の楽しみ派＞において頻度が高く、「ほぼ毎日」が46％、「週１回以上」読み聞か
　せているのは96％に達する。

●今後の意向としては、全体では69％が「ほぼ毎日」、 83％は「週４回以上」を希望している。
●クラスター別では、現在の頻度とほぼ同様の傾向で、＜自分の楽しみ派＞において「ほぼ毎日」
　への希望が85％を占める。また、各グループともに「週２回以上」で９割を超える。

自分の楽しみ派

自分の楽しみ派
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絵本を読んであげる場面絵本を読んであげる場面

6 3 .8

5 1 .9

4 5 .7 4 4 .6

3 3 .8 3 3 .1 3 1 .9

2 6 .5

1 6 .4 1 5 .2 1 4 .2
1 2 .2

7 .3 6 .8
3 .0

0 .2
3 .3

0

1 0

2 0

3 0

4 0

5 0

6 0

7 0

子
ど
も
が
せ
が
ん
だ
時

子
ど
も
を
寝
か
せ
る
時

自
分
の
時
間
に
ゆ
と
り
が
あ
る
時

家
事
や
仕
事
が
一
段
落
し
た
時

子
ど
も
と
仲
良
く
し
た
い
時

子
ど
も
が
甘
え
て
寄
っ
て
来
た
時

し
ば
ら
く
子
ど
も
の
相
手
を
し
て
や
れ

な
か
っ
た
時

子
ど
も
が
病
気
で
外
に
出
ら
れ
な
い
時

自
分
自
身
が
絵
本
を
読
み
た
く
な
っ
た

時

自
分
が
ゆ
っ
た
り
し
た
気
分
に
な
り
た

い
時

“
優
し
い
マ
マ
”
を
取
り
戻
し
た
い
時

子
ど
も
を
落
ち
着
か
せ
た
い
時

子
ど
も
を
叱
っ
た
後

子
ど
も
が
ぐ
ず
っ
た
時

子
ど
も
が
泣
い
た
後

お
し
ゃ
れ
な
雰
囲
気
に
浸
り
た
い
と

思
っ
た
時

そ
の
他

 
 

(% )

全体(N =1 0 3 7 )

※ 現在、子供に絵本の読み聞かせをしている人へ聴取。

子供の娯楽派

(N=285)
55.4 41.4 40.7 31.9 19.3 20.7 18.9 15.8 8.8 8.1 6.7 4.6 2.1 4.2 1.8 0.7 3.5

道徳・知育派

(N=273)
64.5 53.8 38.5 41.8 28.9 27.1 29.7 24.2 12.8 10.6 8.8 8.8 5.1 3.7 1.8 - 3.7

親子の交流派

(N=321)
66.4 57.3 49.5 51.1 39.9 41.7 40.8 33.0 14.3 15.9 19.9 16.8 9.0 9.0 2.2 - 1.9

自分の娯楽派

(N=158)
72.8 56.3 59.5 58.9 56.3 48.1 41.1 36.7 40.5 34.8 25.3 22.8 17.1 12.0 8.9 - 5.1

※ は30%以上、 は50%以上、 は70%以上。

絵
本
の
良
さ
ク
ラ
ス
タ
ー
別

絵
本
の
良
さ
ク
ラ
ス
タ
ー
別

母親から能動的に読んであげる場面も４割以上
●絵本を読んであげる場面としては、全体で「子どもがせがんだ時」が64％で最も多く、続く
　「寝かせる時」が52％と半数を超える。「自分の時間にゆとりがある時」46％、「家事や
　仕事が一段落した時」45％といった、親から能動的に行うシーンも４割以上から挙げられた。

●＜自分の楽しみ派＞においては、他グループに比べ各項目で回答率が高く、様々なシーンで
　絵本を読んであげている様子が窺える。また「自分自身が絵本を読みたくなった時」や「自分
　がゆったりしたい時」といった“自分のため”に行うシーンはとりわけ他グループよりも高い。

＜ＭＡ＞＜ＭＡ＞＜ＭＡ＞＜ＭＡ＞

自分の楽しみ派
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2 2 .3

2 0 .5

2 0 .1
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1 5 .7
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6 2 .5
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1 .2

-

0 .8

0 .7

1 .3

0 .3

0 .4

0 .5

0 .3

1 .2

0 .4

1 .7

1 .6

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

全　　　体(N =1 0 6 3 )

子供の娯楽派(N =3 0 2 )

道徳・知育派(N =2 7 9 )

親子の交流派(N =3 2 3 )

自分の娯楽派(N =1 5 9 )

１年間の絵本購入冊数（子供向け１年間の絵本購入冊数（子供向け//自分向け）自分向け）

自分のために購入した冊数自分のために購入した冊数

絵
本
の
良
さ
ク
ラ
ス
タ
ー
別

絵
本
の
良
さ
ク
ラ
ス
タ
ー
別

9 .2

1 1 .6

1 0 .4

3 0 .4

3 3 .4

3 2 .6

2 2 .0

2 4 .2

1 9 .2

2 3 .7

2 6 .3

3 0 .2

1 2 .4

1 0 .0

1 3 .3

1 7 .6

5 .2

5 .4

4 .3

9 .4

9 .5

8 .3

8 .2

9 .0

1 5 .1

9 .1

1 2 .9

9 .7

7 .4

4 .41 .3

9 .9 2 9 .7

1 0 .9 3 .6

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

全　　　体(N =1 0 6 3 )

子供の娯楽派(N =3 0 2 )

道徳・知育派(N =2 7 9 )

親子の交流派(N =3 2 3 )

自分の娯楽派(N =1 5 9 )

１～２冊 ３～５冊 ６～１０冊 １１～１５冊 １６～２０冊 ２０冊以上 自分では絵本は買わなかった

子供のために購入した冊数子供のために購入した冊数

絵
本
の
良
さ
ク
ラ
ス
タ
ー
別

絵
本
の
良
さ
ク
ラ
ス
タ
ー
別

子供向け：「３～５冊」「６～１０冊」で半数強

自分向け：＜自分の楽しみ派＞では半数以上が購入
●過去１年間での絵本の購入冊数は、子供向けの場合、全体で「3～5冊」30％、「6～10冊」

　24％という層のボリュームが厚い。

●＜自分の楽しみ派＞では、「20冊以上」購入者が15％（「11冊以上」では42％）と高い。

●自分向けの場合は、全体では22％が「1～2冊」、 63％は「買わなかった」と回答。
●子供向け同様、＜自分の楽しみ派＞での購入率が高く、「1～2冊」28％、「3～5冊」16％と
　他グループを上回り、購入者が半数を超える。

自分の楽しみ派

自分の楽しみ派
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子供向け絵本の買い方子供向け絵本の買い方
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3 0 .0

2 1 .8

2 8 .9

3 4 .0

3 3 .1

3 4 .5

3 3 .8

3 4 .9

2 7 .6

2 9 .8

3 0 .4

2 5 .7

1 1 .6

1 3 .3

1 3 .9

8 .7

1 0 .5

2 7 .1

2 3 .6

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

全　　　　体(N =9 6 6 )

子供の娯楽派(N =2 6 3 )

道徳・知育派(N =2 5 2 )

親子の交流派(N =2 9 9 )

自分の娯楽派(N =1 5 2 )

自分が選んで買う 自分が選んだもので、子どもも気に入ったら買う
子どもが選んだもので、自分も気に入ったら買う 子どもが選んだものは、自分が気に入らなくても買う

絵
本
の
良
さ
ク
ラ
ス
タ
ー
別

絵
本
の
良
さ
ク
ラ
ス
タ
ー
別

※ この１年間に、子供のために１冊以上の絵本を購入した人へ聴取。

絵本選びは、親主導の方が多い

●絵本購入時の買い方で一番近いものを挙げてもらったところ、「自分が選んだもので子どもも
　気に入ったら」という意見が全体の34％、「自分が選んで」は27％で、まず親が選ぶケース
　が６割。また「子どもが選んだものは自分が気に入らなくても」という回答は１割強に留まり、
　絵本選びに対する親の関与度は高い。

自分の楽しみ派
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絵本関連イベント参加状況（経験絵本関連イベント参加状況（経験//意向）意向）
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読
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本
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絵
本
原
画
展

書
店
以
外
の
絵
本
展
示
会

著
者
の
サ
イ
ン
会

そ
の
他

子
ど
も
と
一
緒
に
参
加
し
た
も
の

は
な
い

(% )

全体(N =1 0 6 3 )

子供の娯楽派

(N=302)
17.5 8.3 4.0 2.6 0.7 1.0 72.8 41.7 18.5 12.6 9.9 1.7 0.7 41.4

道徳・知育派

(N=279)
25.4 5.4 3.6 2.9 0.4 1.8 67.4 50.5 25.1 17.9 15.1 2.2 2.9 30.8

親子の交流派

(N=323)
32.5 12.4 4.0 5.0 0.6 2.2 58.8 61.9 29.1 17.3 20.1 2.2 3.4 22.0

自分の娯楽派

(N=159)
36.5 17.6 15.1 10.1 1.9 2.5 49.7 68.6 47.2 35.8 32.1 14.5 3.8 15.1

※ は30%以上、 は50%以上、 は70%以上。

絵
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ラ
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タ
ー
別

絵
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良
さ
ク
ラ
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タ
ー
別
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子
ど
も
と
一
緒
に
参
加
し
た
い
も

の
は
な
い

(% )

全体(N =1 0 6 3 )

今後子供と一緒に参加したい絵本関連のイベント今後子供と一緒に参加したい絵本関連のイベント子供と一緒に参加した絵本関連のイベント子供と一緒に参加した絵本関連のイベント

経験：＜自分の楽しみ派＞では半数が何らかのイベントに参加

意向：全体の３／４近くは何らかのイベントに参加意向あり
●これまでに子供と一緒に参加したものとしては、全体で「読み聞かせの会（実演）」27％、
　「書店の絵本フェア」10％が多くなっている。64％は「参加したものはない」。また今後の意向
　としては、「読み聞かせの会（実演）」が半数以上の54％。以下、「書店の絵本フェア」28％、
　「絵本原画展」19％、「書店以外の絵本展示会」18％と続く。

●＜自分の楽しみ派＞においては、各種イベントへの参加経験・参加意向ともに全体と比べて高い。
　特に参加意向は各イベントで他グループを大きく上回り、「読み聞かせの会（実演）」69％、
　「書店の絵本フェア」47％となっている。「参加したいものはない」は15％と低い。

＜ＭＡ＞＜ＭＡ＞＜ＭＡ＞＜ＭＡ＞ ＜ＭＡ＞＜ＭＡ＞＜ＭＡ＞＜ＭＡ＞

自分の楽しみ派
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絵本情報収集の積極度絵本情報収集の積極度&&情報入手経路情報入手経路
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4 7 .7

4 3 .0

2 2 .0

1 1 .3
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9 .6

1 .92 8 .9

1 2 .4 3 5 .0

1 7 .2

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

全　　　体(N =1 0 6 3 )

子供の娯楽派(N =3 0 2 )

道徳・知育派(N =2 7 9 )

親子の交流派(N =3 2 3 )

自分の娯楽派(N =1 5 9 )

できる限りいろいろと情報を集める やや積極的に情報を集める たまたま見たり聞いたりしたものだけ ほとんど情報は入手しない
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ど
こ
か
ら
も
入
手

し
な
い

(% )

全体(N =1 0 6 3 )

子供の娯楽派(N=302) 63.6 32.1 34.1 30.5 22.5 19.9 13.6 5.3 6.0 2.0 1.3 4.0 4.6

道徳・知育派(N=279) 77.1 40.5 34.8 40.9 28.0 19.0 18.3 10.0 6.8 2.2 1.4 3.6 1.8

親子の交流派(N=323) 71.5 49.2 39.0 39.6 40.6 26.0 17.6 11.5 6.2 4.3 2.2 4.3 2.5

自分の娯楽派(N=159) 81.8 53.5 62.3 35.2 45.9 43.4 42.1 13.8 8.2 9.4 2.5 6.9 -

※ は30%以上、 は50%以上、 は70%以上。

絵
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ー
別

ク
ラ
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タ
ー
別

46.6

36.5

40.1

47.4

76.1

できる限り
＋

やや積極的に

絵本に関する情報源絵本に関する情報源

絵本情報収集の積極度絵本情報収集の積極度

全体の約半数が、積極的に情報を収集

情報源は、３／４が「書店」、「図書館」「インターネット」も半数近くに
●絵本に関する情報については、「できる限りいろいろと情報を集める」は12％、「やや積極的に情報を
　集める」は35％で、全体の約半数が積極的に収集している。
●＜自分の楽しみ派＞においては、「できる限りいろいろと」が29％、「やや積極的に」が47％で、全体
　と比べ積極派が占める割合が高くなっている。

●絵本に関する情報源としては、最も多いのが「書店」で全体の72％から、２番目には「図書館」43％で、
　絵本実物と接触できるものが上位に挙がっている。
●＜自分の楽しみ派＞では、「書店」82％に次いで「インターネット」62％が高く、また全般的に各媒体
　からの情報収集も高めになっている。

＜ＭＡ＞＜ＭＡ＞＜ＭＡ＞＜ＭＡ＞

自分の楽しみ派

自分の楽しみ派
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絵本とはどのようなものか絵本とはどのようなものか

子供の

娯楽派

道徳・

知育派

親子の

交流派

自分の

娯楽派

N=302 N=279 N=323 N=159

想像力・創造力・空想力がつく／豊かになる 23.2 31.9 29.7 27.7

子どもとのコミュニケーション 13.6 16.1 26.6 23.9

色々と学べる【Net】 12.6 25.8 18.9 21.4

　色々 と学べる

（文字 ・言葉・色 彩・読書き ・芸術など ）知識
7.3 14.0 11.5 8.8

　色々 と学べる

 （ 生活習慣・ 物事の善悪 ・社会ルー ルなど）道 徳・常識
1.0 3.9 5.0 3.8

　色々 と学べる（ その他） 4.3 10.4 5.9 10.7

大事／大切／なくてはならない／必要なもの 9.9 16.8 21.4 25.2

心（感情）が豊かになる／心を育てる 8.3 15.4 21.4 20.1

癒される・和む・安心する・穏やか・暖かい 7.9 5.7 11.1 14.5

子どもと同じ時間（世界）を共有できる 6.3 6.5 11.8 11.9

親にとっても楽しみ・面白い 8.6 7.5 6.5 11.3

夢がある 6.0 10.4 7.7 7.5

色々な世界を体験できる 4.6 9.0 7.1 10.1

楽しみ・面白い 7.3 5.4 5.0 6.3

子どもの頃を思い出す・懐かしい 5.6 3.6 4.0 8.8

読み聞かせてあげたい／読み聞かせに興味がある 6.0 3.9 5.0 5.0

いつまでも覚えている／思い出になる／心に残る 2.6 3.2 4.6 8.2

眠る前の決まり・習慣 3.0 3.2 3.7 5.0

好奇心が刺激される 2.3 2.9 2.2 3.8

将来の読書習慣になれば／好きになって欲しい 2.3 1.4 1.2 3.8

その他 16.6 15.8 12.4 17.6

単位： ％

28.1

19.8

19.3

10.5

3.4

7.3

17.5

15.9

9.3

8.8

8.1

7.9

7.3

5.9

5.1

5.0

4.2

3.6

2.6

2.0

15.2

0% 20% 40%

全体 N=1063

絵本の良さクラスター別絵本の良さクラスター別

全体では「想像力・創造力・空想力がつくもの」
という認識が強く出ている
●全体の２８％が「想像力・創造力・空想力がつく/豊かになる」と回答。続いて「子どもとの

　コミュニケーション」２０％、「色々と学べる」１９％が多く挙げられており、こういった

　要素が絵本の基本的価値として認識されていることがわかる。

＜ＦＡ＞＜ＦＡ＞＜ＦＡ＞＜ＦＡ＞

自分の

楽しみ派
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絵本の良さ絵本の良さ
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7 6 .5 7 3 .5 7 1 .7
6 7 .7 6 6 .4

5 2 .1
4 6 .4

3 3 .6 3 3 .4
2 7 .3

2 4 .1
1 5 .6 1 4 .8 1 4 .5

2 .3 1 .6 1 .5 -

1 6 .0

3 3 .5

9 .4

1 7 .4

4 .1
8 .2

3 .9 2 .2 2 .0 1 .4 0 .1

- 0 .2--

0 .3 0 .20 .30 .9

0

2 0

4 0

6 0

8 0

1 0 0

子
ど
も
が
楽
し
め
る

子
ど
も
の
情
感
が
豊
か
に
な
る

子
ど
も
の
好
奇
心
が
満
た
さ
れ
る

子
ど
も
と
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
が
楽
し

め
る

子
ど
も
が
文
字
や
言
葉
を
覚
え
ら
れ

る

子
ど
も
が
物
事
の
善
悪
や
人
へ
の
思

い
や
り
を
学
べ
る

子
ど
も
と
の
会
話
が
楽
し
め
る

子
ど
も
に
安
ら
ぎ
を
与
え
ら
れ
る

子
ど
も
に
愛
情
を
与
え
ら
れ
る

身
近
な
芸
術
と
し
て
親
し
め
る

生
活
の
中
で
ゆ
と
り
が
感
じ
ら
れ
る

自
分
の
価
値
観
を
し
ぜ
ん
に
子
ど
も

と
共
有
で
き
る

自
分
自
身
の
気
分
転
換
に
な
る

子
ど
も
か
ら
自
分
へ
の
愛
情
を
確
認

で
き
る

自
分
自
身
の
娯
楽

生
活
の
中
で
知
性
が
感
じ
ら
れ
る

自
分
の
セ
ン
ス
を
表
現
で
き
る

自
分
に
と
っ
て
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

そ
の
他

 
 

絵
本
に
は
な
い

(% )

M A 全体(N =1 0 6 3 )

S A 全体(N =1 0 6 3 )

子供の娯楽派(N=302) 78.1 69.9 57.6 48.7 40.4 12.9 35.1 22.2 14.6 18.5 11.6 8.6 12.3 2.0 8.6 5.3 - 0.7 1.0 -

道徳・知育派(N=279) 90.7 90.3 76.0 69.2 86.4 96.4 57.3 14.7 11.1 16.5 19.7 18.6 13.3 3.6 7.2 9.3 1.4 0.7 0.4 -

親子の交流派(N=323) 95.4 97.8 86.1 91.3 77.4 83.3 89.5 93.2 88.5 38.7 38.1 28.8 14.9 22.3 5.9 7.7 0.9 0.3 1.9 -

自分の娯楽派(N=159) 98.1 96.2 93.7 91.8 93.7 89.9 95.0 91.2 83.0 81.8 89.3 74.8 84.3 49.1 57.9 54.7 10.7 7.5 3.8 -

子供の娯楽派(N=302) 25.5 27.2 12.3 14.6 4.6 3.6 3.6 1.7 1.7 2.6 0.3 1.3 0.3 0.3 - 0.3 - - -

道徳・知育派(N=279) 16.8 33.7 10.8 12.9 6.5 14.0 2.9 0.7 0.7 - - 0.4 0.4 0.4 - - - - -

親子の交流派(N=323) 9.3 36.2 6.8 25.4 2.5 8.0 3.4 4.0 3.1 0.6 0.3 0.3 - - - - - - -

自分の娯楽派(N=159) 10.1 39.6 6.9 14.5 2.5 6.9 6.9 1.9 2.5 3.1 0.6 2.5 0.6 - - - - - 1.3

※ は30%以上、 は50%以上、 は70%以上。
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絵本の良さ絵本の良さ((MA)MA)

絵本の良さ絵本の良さ((SA)SA)

一番強く認識されている良さは「情感が豊かになる」
＜自分の楽しみ派＞はさまざまな良さを認識している
●絵本の良さ（複数回答）としては、全体で「子どもが楽しめる」90％、「情感が豊かになる」88％、
　「好奇心が満たされる」77％までがトップ３。それ以下の項目を総合してみると、子供が満足する
　（楽しめる）ことに加え、情操教育の一環として、また子供と親のコミュニケーションツールとして
　支持されていることがわかる。
●＜自分の楽しみ派＞においては、ほとんどの項目について評価が高くなっているが、特に「自分自身
　の娯楽」「自分自身の気分転換」「生活の中で知性／ゆとりが感じられる」など自分にとっての価値
　要素に関して他属性よりも大きく上回っていることが目に付く。

●絵本の一番の良さ（単数回答）としては、「子どもの情感が豊かになる」が全体の34％から挙げられ
　てトップ。 次いで「スキンシップが楽しめる」17％、「子どもが楽しめる」16％といった順。
●全てのグループにおいて「情感が豊かになる」が最も多い回答となっている。

自分の楽しみ派

自分の楽しみ派
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絵本を読んであげる時に感じること絵本を読んであげる時に感じること
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特
に
感
じ
る
こ
と
は
な
い

(% )

全体(N =1 0 3 7 )

※ 現在、子供に絵本の読み聞かせをしている人へ聴取。

子供の娯楽派

(N=285)
59.3 31.9 22.5 21.4 21.1 11.9 12.3 15.4 10.5 12.3 11.9 4.6 4.6 9.8 3.2 6.0 5.3 1.4 0.4 2.5 1.8

道徳・知育派

(N=273)
76.9 47.3 33.3 27.1 26.0 19.4 16.8 20.5 15.8 12.1 12.5 4.0 7.7 10.6 4.8 3.3 5.5 1.8 0.4 2.9 1.1

親子の交流派

(N=321)
85.7 56.4 49.8 54.5 37.1 43.6 38.0 29.0 22.4 12.8 22.7 16.8 12.8 9.0 6.2 3.7 3.4 2.2 1.6 2.8 -

自分の娯楽派

(N=158)
87.3 63.3 62.0 57.0 43.0 45.6 44.3 33.5 42.4 48.7 27.2 31.0 31.0 8.2 27.2 22.8 2.5 15.2 2.5 3.2 -

※ は30%以上、 は50%以上、 は70%以上。

絵
本
の
良
さ
ク
ラ
ス
タ
ー
別

絵
本
の
良
さ
ク
ラ
ス
タ
ー
別

＜自分の楽しみ派＞は絵本を読むことで子供との
強い繋がりを感じ、同時に自分のためにもなっている
と感じている
●絵本を読んであげている時には、全体の76％が「子どもが楽しんでいる」ことを感じると回答。
　他には「子どもとの会話がとても楽しめる」48％、「子どものぬくもりが感じられる」40％、
　「子どもに安らぎを感じてもらっている」39％などが上位に挙がっている。

●＜自分の楽しみ派＞においては全般的に回答率が他グループに比べ高くなっている。特に「生活
　の中でのゆとりが感じられる」「自分自身の気分転換になっている」を始め、「自分自身の元気
　が出てくる」「娯楽になっている」といった項目においてその差が顕著であり、自分のために
　なっているという意識の強さが窺われる。

＜ＭＡ＞＜ＭＡ＞＜ＭＡ＞＜ＭＡ＞

自分の楽しみ派
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子供に積極的に読んであげたい絵本子供に積極的に読んであげたい絵本
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特
に
読
ん
で
あ
げ
た
い
絵
本
は
な
い

(% )

M A 全体(N =1 0 3 7 )

S A 全体(N =1 0 3 6 )

※ 現在、子供に絵本の読み聞かせをしている人へ聴取。

子供の娯楽派(N=285) 78.6 52.6 34.4 45.3 43.2 27.7 31.6 28.4 27.4 13.3 6.0 3.9 2.5 2.5 0.4

道徳・知育派(N=273) 94.1 69.2 81.3 57.5 59.0 49.5 41.0 51.3 29.7 26.4 10.3 6.2 5.9 0.4 -

親子の交流派(N=321) 95.6 74.8 77.6 68.8 64.8 60.7 56.1 49.8 37.4 25.5 11.5 10.3 4.4 1.9 -

自分の娯楽派(N=158) 96.8 83.5 77.2 79.1 82.3 74.7 75.9 62.7 38.6 41.1 39.2 17.7 15.2 3.8 -

子供の娯楽派(N=284) 44.0 16.2 8.5 8.1 1.8 3.9 2.1 2.8 11.6 0.7 - - - 0.4

道徳・知育派(N=273) 54.9 11.4 14.3 4.0 0.4 1.5 1.8 1.8 8.4 1.1 - 0.4 - -

親子の交流派(N=321) 55.8 9.0 14.6 6.2 1.2 0.9 1.2 1.6 9.0 - - - - 0.3

自分の娯楽派(N=158) 53.2 8.2 10.1 7.0 3.2 3.2 3.2 0.6 8.9 1.3 - - - 1.3

※ は30%以上、 は50%以上、 は70%以上。

絵
本
の
良
さ

絵
本
の
良
さ

ク
ラ
ス
タ
ー
別
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ラ
ス
タ
ー
別

絵
本
の
良
さ
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の
良
さ

ク
ラ
ス
タ
ー
別

ク
ラ
ス
タ
ー
別

子供に読んであげたい絵本子供に読んであげたい絵本((MA)MA)

子供に一番読んであげたい絵本子供に一番読んであげたい絵本((SA)SA)

「創造力や感受性が豊かになる」は９０％が支持

＜自分の楽しみ派＞はさまざまな絵本を読んであげたい意向
●積極的に読んであげたい絵本としては、「創造力や感受性が豊かになる」が最も多く、全体の91％
　（一番読んであげたい：単数回答で52％）が挙げている。次いで「子どもの好奇心が刺激される」
　69％、「物事の善悪や人への思いやりを学べる」67％、「子どもと一緒に指差したり、めくった
　り、探したりが楽しめる」61％、「色のきれいな絵本」60％までが６割以上。

●＜子供の娯楽派＞は「創造力や感受性」に集中している一方、＜自分の楽しみ派＞は「子どもと
　一緒に指差したり、めくったり、探したりが楽しめる」「色のきれいな絵本」「自分も楽しめる
　絵柄やストーリー」など幅広いタイプの絵本を読んであげたいと考えている。

自分の楽しみ派

自分の楽しみ派
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子供に積極的に読んであげたい絵本のジャンル子供に積極的に読んであげたい絵本のジャンル
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げ
た
い
絵
本
は
な

い

(% )
全体(N =1 0 3 7 )

※ 現在、子供に絵本の読み聞かせをしている人へ聴取。

子供の娯楽派

(N=285)
68.1 64.9 48.1 34.4 28.1 23.5 23.5 15.4 13.0 10.2 10.9 7.0 4.9 0.4 1.4

道徳・知育派

(N=273)
75.5 81.0 51.3 53.5 33.7 29.7 31.9 15.0 21.6 13.9 7.3 13.2 5.5 0.7 1.5

親子の交流派

(N=321)
83.5 76.9 59.5 54.2 39.3 40.8 34.3 24.6 24.3 14.3 13.4 10.9 6.9 0.9 -

自分の娯楽派

(N=158)
91.1 79.1 69.6 57.0 51.3 49.4 38.0 43.0 34.2 33.5 29.7 13.9 10.8 1.9 -

※ は30%以上、 は50%以上、 は70%以上。

絵
本
の
良
さ
ク
ラ
ス
タ
ー
別

絵
本
の
良
さ
ク
ラ
ス
タ
ー
別

「創作絵本（定番系）」「名作絵本」を３／４が挙げる
●積極的に読んであげたい絵本のジャンルとしては、「創作絵本（定番系）」がトップで全体の
　78％。続く「名作絵本」も75％と高い回答率。以下は「創作絵本（新作系）」56％、
　「知育絵本」49％、「仕掛け遊び系」37％、「ポップアップ絵本」34％と続く。

●＜自分の楽しみ派＞では、「仕掛け遊び系」「ポップアップ」「ストーリーのない」「知恵遊
　び系」といった、読んで聞かせる以外にも楽しめる絵本へのニーズも強い。

＜ＭＡ＞＜ＭＡ＞＜ＭＡ＞＜ＭＡ＞

自分の楽しみ派
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お気に入りの絵本お気に入りの絵本

ぐりとぐらシリーズ 8.1 (1) 8.4 (1) 7.8 (1) 10.7 (1)

はらぺこあおむし 6.0 (2) 5.5 (2) 5.0 (2) 5.7 (2)

いないいないばあ 4.2 (3) 1.1 (8) 3.4 (3) 3.1 (3)

ノンタンシリーズ 2.1 (4) 1.8 (4) 2.5 (5) 1.9 (7)

こぐまちゃんシリーズ 1.4 (7) 1.1 (8) 2.2 (6) 2.5 (5)

そらまめくんシリーズ 0.7 (10) 1.5 (5) 2.2 (6) 2.5 (5)

しろくまちゃんシリーズ 2.1 (4) 1.5 (5) 1.3 (11) 1.9 (7)

バムとケロシリーズ 1.1 (9) 1.1 (8) 0.9 (12) 3.1 (3)

ミッフィー／うさこちゃんシリーズ 1.8 (6) 0.4 (13) 1.9 (8) 0.6 (11)

３匹のこぶた 0.4 (13) 0.7 (11) 2.8 (4) - (14)

アンパンマンシリーズ 0.7 (10) 2.2 (3) 0.9 (12) 0.6 (11)

くまのプーさんシリーズ 0.7 (10) 1.5 (5) 0.9 (12) 1.9 (7)

大きなかぶ 1.4 (7) 0.4 (13) 1.6 (10) 0.6 (11)

はじめてのおつかい - (14) 0.7 (11) 1.9 (8) 1.3 (10)

その他 50.0 56.9 55.9 57.9

特になし 3.5 1.8 2.2 0.6

単位：％　（　）は各属性での降順順位

自分の

娯楽派

N=159

子どもの

娯楽派

N=284

親子の

交流派

N=320

道徳・

知育派

N=274

全体 N=1037

絵本の良さクラスター別絵本の良さクラスター別
【本の名前】【本の名前】【本の名前】【本の名前】

子どもの

娯楽派

道徳・

知育派

親子の

交流派

自分の

娯楽派

N=284 N=274 N=320 N=159

子どもが大好き・気に入っている・喜ぶ 22.9 24.8 28.8 22.6

面白い・楽しい 11.6 12.8 11.9 17.6

イラスト・キャラクターがかわいい／きれい／面白い 8.1 12.8 11.9 17.6

学べる（道徳・ルールなど） 4.9 12.0 9.7 7.5

ストーリーが良い／楽しい／好き 7.0 6.2 8.1 8.8

自分が子どもの頃に読んだ／好きだったので 6.3 6.6 3.8 6.9

子どもと一緒に楽しめる 5.3 4.7 5.3 7.5

色使いが良い・きれい 3.9 4.4 6.3 4.4

優しさを感じる／心あたたまる／感動する 2.1 5.1 6.6 4.4

わかりやすい・単純なストーリー 2.8 2.2 5.3 3.8

キャラクターが好き・気に入っている 2.1 5.5 3.1 3.1

仕掛けが良い 3.2 2.6 3.1 5.0

いろいろな動物・虫・キャラクターなどが登場する 2.1 2.6 4.4 2.5

子どもが何度もせがむので 1.8 1.8 2.8 4.4

ワクワク・ドキドキする／夢がある 2.8 1.5 1.3 5.0

親（自分）が楽しい／好き 2.1 1.8 2.2 3.1

シーン・構成が面白い／好き 1.8 2.2 2.8 1.3

リズム・テンポが良い 1.8 1.1 2.8 1.9

その他 20.8 21.2 25.6 31.4

特にない 2.5 1.5 0.3 0.6

単位：％

25.2
12.9
12.0

8.7
7.4

5.7
5.5
4.8
4.6
3.6
3.5
3.3
3.0
2.5
2.3
2.2
2.1
1.9

24.0
1.3

0% 20% 40%

【お気に入りの理由】【お気に入りの理由】【お気に入りの理由】【お気に入りの理由】 絵本の良さクラスター別絵本の良さクラスター別

全体 N=1037

※ 現在、子供に絵本の読み聞かせをしている人へ聴取。

※ 現在、子供に絵本の読み聞かせをしている人へ聴取。

「ぐりとぐら」「はらぺこあおむし」が多い
●お気に入りの絵本には、実に様々なタイトルが挙げられ、圧倒的人気と言えるほどの１冊は
　見受けられなかった。その中で「ぐりとぐら」を始め「はらぺこあおむし」「いないいないばあ」
　といったタイトルが比較的多く挙げられている。

●お気に入りの理由としては、「子どもが大好き・気に入っている」が最も多く全体の25％、
　次いで「面白い・楽しい」13％、「イラスト・キャラクターがかわいい／きれい／面白い」12％
　と続き、「学べる」9％が４番目。
●＜自分の楽しみ派＞では 「面白い・楽しい」「イラスト・キャラクターがかわいい／きれい／面白
　い」が、＜道徳・知育派＞では「学べる」への回答率が、他グループに比べやや高い。

＜ＦＡ＞＜ＦＡ＞＜ＦＡ＞＜ＦＡ＞

＜ＦＡ＞＜ＦＡ＞＜ＦＡ＞＜ＦＡ＞
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子供向け絵本の購入重視点子供向け絵本の購入重視点
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特
に
重
視
す
る
こ
と
は
な
い

(% )

全体(N =9 6 6 )

※ この１年間に、子供のために１冊以上の絵本を購入した人へ聴取。

子供の娯楽派

(N=263)
47.5 57.0 50.6 43.7 25.5 33.5 19.4 16.7 19.0 10.3 5.7 4.6 1.9 0.8 3.8 1.9

道徳・知育派

(N=252)
62.7 62.3 54.0 45.2 41.7 34.9 22.2 25.8 20.2 13.9 8.3 6.3 2.0 1.6 2.4 4.4

親子の交流派

(N=299)
68.9 58.5 61.5 55.9 42.8 36.8 31.4 25.8 23.4 15.1 10.0 12.0 5.0 0.7 5.4 2.0

自分の娯楽派

(N=152)
76.3 55.9 65.1 70.4 51.3 40.1 46.1 36.8 27.0 20.4 30.9 27.6 7.9 2.0 5.9 1.3

※ は30%以上、 は50%以上、 は70%以上。

絵
本
の
良
さ
ク
ラ
ス
タ
ー
別

絵
本
の
良
さ
ク
ラ
ス
タ
ー
別

「作品のテーマ」「価格の手頃さ」「絵のタイプ」「色使い」が
半数を超える
●絵本購入時の重視ポイントとしては、「作品のテーマ」が全体の63％でトップ。２番目には「価格
　の手頃さ」が59％から挙げられ、続く「絵のタイプ」57％、「色使い」52％といった内容面での
　要素を若干上回る。

●＜自分の楽しみ派＞においては、「作品のテーマ」以外に「色使い」や「絵のタイプ」への重視度
　も高く、また「価格の手頃さ」を除く全ての項目で他グループを上回る（特に「絵・文章の作家」
　「文のリズム」で、他グループとの差が顕著）。

＜ＭＡ＞＜ＭＡ＞＜ＭＡ＞＜ＭＡ＞

自分の楽しみ派
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日常生活の中で特に大切にしたいと思うこと日常生活の中で特に大切にしたいと思うこと
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子供の娯楽派

(N=302)

道徳・知育派

(N=279)

親子の交流派

(N=323)

自分の娯楽派

(N=159)

※ は30%以上、 は50%以上、 は70%以上。
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「家族の時間」が最も大切
●日常生活の中で特に大切にしたいものとして、全体の60％が「家族の時間」と回答。「子どもとの
　時間」が18％で２番目に多く、これらを合わせた８割近くが子供を含めた家族コミュニケーション
　の時間を重視していると考えられる。まさに、ここに｢絵本｣が入り込んでいると言える。

＜ＭＡ＞＜ＭＡ＞＜ＭＡ＞＜ＭＡ＞

自分の楽しみ派
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子供の成長のために重要だと思うこと子供の成長のために重要だと思うこと

8 7 .2
8 3 .9 8 1 .5 7 9 .2

6 6 .0

5 8 .8

3 0 .7 2 9 .8 2 8 .0

1 3 .1

4 .9 2 .4 -
0

2 0

4 0

6 0

8 0

1 0 0

物
事
の
善
悪
を
き
ち
ん
と
理
解
さ
せ
、

社
会
の
ル
ー
ル
を
覚
え
さ
せ
る
こ
と

い
ろ
い
ろ
な
も
の
に
感
動
で
き
る
感
性

を
身
に
つ
け
る
こ
と

親
子
で
た
く
さ
ん
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
取

る
こ
と

親
子
で
た
く
さ
ん
会
話
を
す
る
こ
と

家
族
や
周
り
の
人
た
ち
と
仲
良
く
す
る

こ
と

小
さ
い
う
ち
に
、
自
分
の
好
き
な
こ
と

を
思
い
切
り
さ
せ
る
こ
と

親
も
自
分
の
し
た
い
こ
と
を
持
ち
、
熱

中
す
る
姿
を
見
せ
る
こ
と

親
も
お
し
ゃ
れ
心
を
失
わ
ず
に
素
敵
に

生
き
る
こ
と

親
が
自
信
を
持
っ
て
子
育
て
に
関
わ
っ

て
い
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と

小
さ
い
う
ち
か
ら
親
の
価
値
観
を
伝
え

て
お
く
こ
と

ま
ず
勉
強
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
人
に

遅
れ
を
と
ら
な
い
よ
う
に
さ
せ
る
こ
と

そ
の
他

 
 

特
に
重
要
だ
と
思
う
こ
と
は
な
い

(% )
全体(N =1 0 6 3 )

子供の娯楽派

(N=302)
76.8 67.9 67.5 62.9 45.7 50.3 18.5 21.5 14.9 6.0 3.0 1.3 -

道徳・知育派

(N=279)
93.5 89.6 81.7 80.6 67.7 57.0 26.5 25.8 22.6 11.5 5.4 1.4 -

親子の交流派

(N=323)
90.1 88.9 89.5 87.0 75.9 60.1 33.1 33.7 32.8 13.3 4.6 2.5 -

自分の娯楽派

(N=159)
89.9 94.3 91.2 91.8 81.8 75.5 56.0 44.7 52.8 28.9 8.2 5.7 -

※ は30%以上、 は50%以上、 は70%以上。

絵
本
の
良
さ
ク
ラ
ス
タ
ー
別

絵
本
の
良
さ
ク
ラ
ス
タ
ー
別

＜自分の楽しみ派＞では、善悪の理解・感性の育成・スキンシップ

などに加え､自分の生き方や姿勢を見せることを重視
●子供の成長のために重要だと思うことは、「物事の善悪を理解し、社会のルールを覚える」87％、
　「感動できる感性を身につける」84％、「親子でたくさんスキンシップを取る」82％、「親子で
　たくさん会話をする」79％といった項目が、全体の８～９割程度から挙げられている。このあたり
　は絵本の基本的な価値と一致する。

●＜自分の楽しみ派＞では、「親の熱中する姿を見せる」「親が自信を持って子育てに関わっている
　ことを感じさせる」など、親の姿勢を重視する傾向が特に強く見られる。

＜ＭＡ＞＜ＭＡ＞＜ＭＡ＞＜ＭＡ＞
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子育ての方針子育ての方針

6 4 .9 6 4 .3

5 9 .1
5 5 .9

5 3 .5
5 0 .3 4 8 .8

4 4 .6

3 9 .5 3 9 .0
3 6 .8

3 4 .1
3 0 .5

2 7 .0

2 1 .4
1 9 .4

1 2 .7 1 2 .6 1 1 .9

2 .2 2 .0 0 .5
0

1 0

2 0

3 0

4 0

5 0

6 0

7 0

家
族
の
時
間
を
作
る
よ
う
に
心
が
け
て
い

る

子
ど
も
の
自
主
性
を
大
切
に
す
る

絵
本
な
ど
を
よ
く
見
せ
て
い
る

幼
児
番
組
を
よ
く
見
せ
て
い
る

子
ど
も
に
は
、
親
と
し
て
で
き
る
限
り
の

こ
と
を
し
て
や
り
た
い

小
学
校
入
学
ま
で
は
教
育
よ
り
も
遊
び
に

熱
中
さ
せ
て
い
る

モ
ノ
を
与
え
す
ぎ
な
い

忙
し
く
習
い
事
な
ど
に
行
か
せ
ず
、
の
び

の
び
育
て
て
い
る

良
い
も
の
は
積
極
的
に
与
え
る

イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
は
あ
ま
り
与
え
な
い

よ
う
に
し
て
い
る

多
い
選
択
肢
か
ら
好
き
な
こ
と
を
見
つ
け

て
欲
し
い
為
色
々
な
事
を
さ
せ
て
い
る

積
極
的
に
自
然
体
験
を
さ
せ
て
い
る
　

い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
連
れ
て

行
く

学
歴
よ
り
も
、
手
に
職
を
つ
け
さ
せ
た
い

手
作
り
の
お
や
つ
を
食
べ
さ
せ
る

学
歴
は
身
に
つ
け
さ
せ
た
い

大
人
が
行
く
よ
う
な
と
こ
ろ
に
も
子
ど
も

を
連
れ
て
行
く
よ
う
に
し
て
い
る

テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
は
あ
ま
り
見
せ
な
い

ビ
デ
オ
だ
け
で
は
な
く
映
画
館
で
映
画
を

見
せ
る

大
き
く
な
っ
て
か
ら
の
受
験
で
苦
労
さ
せ

た
く
な
い
の
で
早
期
教
育
を
し
て
い
る

そ
の
他

 
 

特
に
子
育
て
の
方
針
は
な
い

(% )
全体(N =1 0 6 3 )

子供の娯楽派

(N=302)
49.3 51.0 37.7 49.0 36.4 44.4 39.4 37.1 30.1 26.2 28.8 20.2 21.2 23.8 13.6 15.6 7.6 9.3 7.0 1.3 1.7 1.3

道徳・知育派

(N=279)
62.7 64.2 56.3 59.1 57.0 50.2 49.1 49.8 37.6 40.1 33.3 33.7 29.4 30.5 19.7 18.3 11.1 10.0 15.4 1.4 1.1 -

親子の交流派

(N=323)
74.6 70.6 70.6 57.6 61.3 54.2 52.0 48.3 40.9 42.1 42.1 39.6 34.7 24.5 24.8 21.4 16.1 14.6 11.5 3.4 2.5 0.3

自分の娯楽派

(N=159)
78.6 76.7 81.1 59.7 64.2 54.1 59.7 42.1 57.9 55.3 47.2 50.3 41.5 32.1 32.1 24.5 18.2 19.5 16.4 2.5 3.1 -

※ は30%以上、 は50%以上、 は70%以上。

絵
本
の
良
さ
ク
ラ
ス
タ
ー
別

絵
本
の
良
さ
ク
ラ
ス
タ
ー
別

＜自分の楽しみ派＞は「良いものを選んであげたい」「いろいろな

体験をさせたい」という意識が強い
●子育ての方針については、全体で「家族の時間を作る」65％、「子どもの自主性を大切にする」64％、
　「絵本などをよく見せている」59％がトップ３。以下「幼児番組を見せている」56％、「できる限り
　のことをしてやりたい」54％、「小学校入学までは教育より遊びに」50％までが半数以上から。子供
　の自主性を大切にしたいと思う裏には、できる限りのことをしてあげたい、という意識がある。

●＜自分の楽しみ派＞＜親子の交流派＞においては､全体でのトップ３項目への回答率も７～８割と高い。
　特に＜自分の楽しみ派＞では「良いものは積極的に与える」「インスタント食品は与えない」「積極的
　に自然体験をさせている」といった項目が目立って高くなっている。ここには、親として、子供にとっ
　て良いものを選択して与えたい、いろいろなことを体験させてあげたい、という意識があるように思わ
　れる。

＜ＭＡ＞＜ＭＡ＞＜ＭＡ＞＜ＭＡ＞
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日常生活における意識や行動日常生活における意識や行動

6 4 .3
5 7 .4 5 6 .3 5 2 .2 4 7 .2 4 6 .1 4 3 .3 4 0 .1 4 0 .0 3 8 .5 3 6 .1 3 5 .4 3 3 .4 3 2 .7 3 2 .5 3 2 .5 3 0 .4 3 0 .2 2 9 .6

0

2 0

4 0

6 0

8 0

古
く
て
も
い
い
も

の
は
長
く
使
う

周
り
の
人
も
幸
せ

で
あ
っ
て
ほ
し
い

自
分
の
生
き
方
も

大
事
に
し
て
い
る

自
分
の
ペ
ー
ス
で

や
る
ほ
う
だ

本
や
小
説
を
読
む

の
が
好
き

た
め
に
な
る
情
報

は
友
達
に
話
す

自
分
の
価
値
観
で

物
を
選
ぶ
ほ
う
だ

人
と
関
わ
り
た
い

子
ど
も
を
預
け
る

の
は
後
ろ
め
た
い

安
全
性
に
配
慮
し

た
素
材
を
選
ん
ぶ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
商

品
は
好
き
で
あ
る

将
来
に
備
え
て
お

金
を
た
め
る

壊
れ
て
い
な
い
も

の
は
捨
て
な
い

生
活
用
品
は
デ
ザ

イ
ン
も
大
事
だ

余
暇
や
趣
味
に
時

間
や
お
金
を
使
う

地
球
環
境
に
悪
い

も
の
は
使
わ
な
い

絵
や
写
真
集
を
見

る
の
が
好
き

自
分
の
こ
と
よ
り

も
子
ど
も
の
こ
と

着
る
も
の
の
セ
ン

ス
に
は
気
を
使
う

(% )
全体(N =1 0 6 3 )

子供の娯楽派

(N=302)
52.3 38.7 53.3 46.4 36.1 35.1 33.1 27.8 33.1 22.8 30.5 26.5 29.8 24.5 27.8 19.2 21.9 21.2 21.9

道徳・知育派

(N=279)
65.9 58.8 51.3 50.2 48.0 44.8 41.9 35.1 38.7 38.0 41.6 36.6 38.0 29.7 34.8 30.1 21.9 32.6 24.7

親子の交流派

(N=323)
65.9 63.5 58.5 54.8 47.1 51.1 48.3 50.2 44.3 44.9 35.0 39.6 31.3 35.3 32.2 36.2 32.5 34.1 37.5

自分の娯楽派

(N=159)
80.5 78.0 66.0 61.6 67.3 59.1 54.7 51.6 46.5 56.0 39.6 41.5 36.5 48.4 38.4 54.7 57.2 35.2 37.1

絵
本
の
良
さ
ク
ラ
ス
タ
ー
別

絵
本
の
良
さ
ク
ラ
ス
タ
ー
別

2 8 .4 2 7 .8 2 7 .3 2 6 .8 2 5 .5 2 5 .0 2 2 .5 2 2 .4 2 1 .5 1 9 .9 1 8 .6 1 8 .1 1 4 .1 1 1 .2 9 .9 9 .2 9 .0 7 .6
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4 0

6 0

8 0

必
需
品
で
は
な
く

て
も
お
金
を
使
う

今
を
楽
し
む
た
め

に
お
金
を
使
う

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
は

よ
く
見
る
ほ
う
だ

お
し
ゃ
れ
な
親
子

に
見
ら
れ
た
い

セ
ン
ス
の
良
い
も

の
を
選
ぶ

部
屋
に
で
き
る
だ

け
物
を
置
か
な
い

人
の
た
め
に
な
る

こ
と
を
や
る

家
族
で
ス
ポ
ー
ツ

や
ア
ウ
ト
ド
ア

ホ
ー
ム
パ
ー

テ
ィ
ー
は
好
き

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に

は
こ
だ
わ
ら
な
い

新
し
い
情
報
に
は

絶
え
ず
ア
ン
テ
ナ

知
識
・
教
養
に
時

間
や
お
金
を
使
う

本
な
ど
を
参
考
に

し
た
部
屋
づ
く
り

家
族
で
美
術
館
・

博
物
館
に
行
く

ハ
イ
テ
ク
製
品
は

い
ち
早
く

子
の
友
達
が
持
つ

物
は
買
い
与
え
る

時
間
節
約
商
品
は

高
価
で
も
買
う

み
ん
な
が
持
つ
も

の
は
つ
い
買
う

特
に
あ
て
は
ま
る

も
の
は
な
い

(% )
全体(N =1 0 6 3 )

子供の娯楽派

(N=302)
18.5 22.5 22.8 17.9 20.2 20.9 11.3 17.5 14.6 16.2 14.2 12.3 8.3 6.0 8.3 7.0 6.3 6.6 1.3

道徳・知育派

(N=279)
28.0 28.3 34.4 24.0 20.1 22.6 19.0 24.0 20.4 22.2 17.9 17.6 15.1 11.5 11.1 9.3 9.0 7.2 0.4

親子の交流派

(N=323)
31.0 27.6 26.9 31.6 28.2 28.8 28.5 23.5 25.4 19.8 16.7 16.7 14.2 9.0 8.4 11.1 8.0 8.7 -

自分の娯楽派

(N=159)
42.8 37.7 23.9 39.0 39.6 29.6 37.7 26.4 28.9 23.3 32.1 32.7 23.3 25.2 13.8 9.4 16.4 8.2 -

※ は30%以上、 は50%以上、 は70%以上。

絵
本
の
良
さ
ク
ラ
ス
タ
ー
別

絵
本
の
良
さ
ク
ラ
ス
タ
ー
別

＜自分の楽しみ派＞は、自分のペースを大事にしながらも、周囲
への意識も持っている
●日常生活における意識や行動については、全体で「古くてもいいものは長く使う」が64％で最も多く、
　次いで「自分だけでなく周りの人も幸せであってほしい」57％、「子どもは大事だが自分の生き方も
　大事」56％、「自分のやりたいことを自分のペースでやる」52％までが半数以上から挙げられた。

●＜自分の楽しみ派＞では、ほとんどの項目で他グループを上回るが、中でも「絵や写真集／本や小説
　が好き」「地球環境に悪いものは使わない」を始め、「古くてもいいものは長く使う」「生活用品は
　デザインも大事」「必需品でなくても生活が潤うならお金を使う」などへの意識が全体と比べて高く、
　「生活の質」へのこだわり、「環境」への配慮がうかがえる。また「周りの人も幸せであってほしい」
　という意識も特に強い。

＜ＭＡ＞＜ＭＡ＞＜ＭＡ＞＜ＭＡ＞
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普段感じているストレス普段感じているストレス
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4 3 .7

2 6 .7
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1 9 .9
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1 1 .9

0

1 0

2 0

3 0

4 0

5 0

6 0

子
ど
も
の
た
め
に
自
分
の
行
動
や
時
間

が
制
限
さ
れ
る
こ
と

育
児
に
対
す
る
不
安
や
親
と
し
て
の
責

任
に
対
す
る
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

職
場
の
人
や
友
人
・
親
戚
な
ど
と
の
人

間
関
係

家
事
や
子
育
て
が
家
族
や
世
間
か
ら
評

価
さ
れ
な
い
こ
と

子
ど
も
と
の
時
間
が
十
分
に
取
れ
な
い

こ
と

そ
の
他

 
 

特
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
こ
と
は

な
い

(% )
全体(N =1 0 6 3 )

子供の娯楽派

(N=302)

道徳・知育派

(N=279)

親子の交流派

(N=323)

自分の娯楽派

(N=159)

※ は30%以上、 は50%以上、 は70%以上。

12.1

35.2 27.0 24.5 8.8 11.3

23.5 21.7 19.8 9.0

13.6

30.5 18.6 19.0 8.2 10.0

22.2 23.2 18.5 7.639.1

45.5

44.6

47.2

50.3

53.4

50.2

55.3

絵
本
の
良
さ
ク
ラ
ス
タ
ー
別

絵
本
の
良
さ
ク
ラ
ス
タ
ー
別

「子どものために行動や時間が制限される」ことが、最も大きな

ストレス
●普段特に強く感じるストレスとしては、「子どものために自分の行動や時間が制限される」が全体
　の半数以上の52％から挙げられて最も多い。続いて「育児に対する不安や親としての責任に対する
　プレッシャー」が44％から。「特にストレスを感じていることはない」は１割程度で、９割近くが
　何かしらのストレスを抱えている。

＜ＭＡ＞＜ＭＡ＞＜ＭＡ＞＜ＭＡ＞
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フェイスシートフェイスシート

1 0 .3

1 0 .6

1 0 .4

3 5 .6

3 2 .8

3 3 .3

3 3 .3

3 2 .5

3 2 .5

3 4 .4

3 1 .3

3 1 .4

1 7 .0

1 6 .8

1 5 .5

1 5 .7

3 .1

2 .6

3 .2

2 .2

5 .71 3 .8

8 .4 4 1 .2

1 9 .5

-

0 .3

0 .4

1 .0

0 .5

-

-

0 .4

0 .7

0 .3

-

1 .2

1 .1

0 .3

0 .8

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

全　　　体(N =1 0 6 3 )

子供の娯楽派(N =3 0 2 )

道徳・知育派(N =2 7 9 )

親子の交流派(N =3 2 3 )

自分の娯楽派(N =1 5 9 )

３００万円未満 ３００～５００万円未満 ５００～７００万円未満
７００～１０００万円未満 １０００～１５００万円未満 １５００～２０００万円未満
２０００万円以上 不明

絵
本
の
良
さ
ク
ラ
ス
タ
ー
別

絵
本
の
良
さ
ク
ラ
ス
タ
ー
別

世帯年収世帯年収世帯年収世帯年収世帯年収世帯年収世帯年収世帯年収

自分の楽しみ派
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フェイスシートフェイスシート

8 .4

1 0 .9

7 .2

1 4 .9

1 6 .2

1 1 .5

1 1 .9

7 2 .0

7 0 .9

7 4 .9

7 0 .9

7 1 .1

4 .8

6 .5

4 .6

7 .59 .4

6 .5 1 8 .0

2 .0

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

全　　　体(N =1 0 6 3 )

子供の娯楽派(N =3 0 2 )

道徳・知育派(N =2 7 9 )

親子の交流派(N =3 2 3 )

自分の娯楽派(N =1 5 9 )

フルタイム パートタイム 専業主婦 その他

絵
本
の
良
さ
ク
ラ
ス
タ
ー
別

絵
本
の
良
さ
ク
ラ
ス
タ
ー
別

3 2 .1

3 0 .1

3 8 .7

2 2 .0

1 6 .9

1 6 .6

1 4 .0

1 7 .3

2 2 .0

2 5 .3

2 3 .7

2 5 .1

2 7 .7

2 3 .4

2 4 .8

2 2 .6

2 2 .6

2 3 .9

0 .4

1 .7

1 .0

1 .3

0 .9 3 3 .1

2 5 .8

1 .3

0 .6

0 .7

1 .0

0 .8
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